
─ 59 ─

　
注

書
簡
53─

1 ─

1
　
本
学
図
書
館
管
理
番
号
。

以
下
同
様
、
冒
頭
に
示
す
。

1
　
書
簡
後
付
け
（
書
簡
の
末
に
付
さ
れ

る
、
日
付
・
署
名
・
宛
名
・
脇
付
）
の
日

付
に
拠
っ
た
。

2
　
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
一
月

二
一
日
、
大
改
正
後
の
「
徴
兵
令
」
が

公
布
さ
れ
た
（「
官
報
」
第
一
六
六
七
号
　

明
治
二
二
・
一
・
二
二
　
内
閣
官
報
局
）。

樗
牛
は
こ
の
時
第
二
高
等
中
学
校
生
徒

で
あ
っ
た
た
め
、
猶
予
を
願
い
出
る
こ

と
が
で
き
た
。

3
　「
徴
兵
令
」（
官
報
）
は
「
籤
」。

4
　
志
願
兵
に
つ
い
て
二
二
年
一
一
月

一
二
日
に
公
布
さ
れ
た
改
正
追
加
後
の

条
文
「
満
十
七
歳
以
上
満
二
十
六
歳
以

下
ニ
シ
テ
官
立
府
県
立
師
範
学
校
ノ
卒

業
証
書
ヲ
所
持
シ
官
立
公
立
小
学
校
ノ

教
職
ニ
在
ル
者
ハ
六
週
間
陸
軍
現
役
ニ

服
セ
シ
ム
其
服
役
ニ
関
ス
ル
費
用
ハ
官

給
ト
ス
」（「
官
報
」
第
一
九
一
四
号
　
明

治
二
二
・
一
一
・
一
三
　
内
閣
官
報
局
）

に
注
目
し
た
も
の
か
。

翻
　
　
刻

前
文
畧 

徴2
兵
猶
豫
願
ニ
係
ハ
ル
証
明
書
正
ニ

落
手
致
シ
候
扨
猶
豫
ニ
属
フ
ル
年
限
ハ

六
ケ
年
間
ニ
シ
テ
右
六
ケ
年
中
又
ハ
六
ケ
年
後 

亊
故
止
ム
ト
キ
ハ
鬮3
ニ
據
ラ
ス
シ
テ
徴
兵
ニ
應
（
一
字
訂
正
）

ス
ル
モ
ノ
也
　
結
極
不
合
格
ナ
レ

ハ
別
物
ナ
リ

　
然
レ
共
亊
故
止
ミ
タ
リ

ト

公
立
官
立
ノ
学
校
教
員
ト
為
リ
タ
ル

ハ

猶
豫
ニ
相
成
ル
モ
ノ
也

シ
ヤ
右
教
員
ニ
シ
テ
志4
願

兵
ト
ナ
リ
タ
ル

ハ
六
周
間
ノ
入
営
ニ
テ
濟
ム

ハ

志
願
ノ
入
費
ハ
官
給
ナ
リ

又
右
六
ケ
年
猶
豫
中
事
故
止
ミ
タ
リ
ト

モ
其
者
ヲ
要
セ
サ
レ
ハ
一
家
ヲ
維
持
ス
ル
ヿ
不
能

ト
キ
ハ
猶
豫
ニ
ナ
ル
モ
ノ
也
　
其
者
ヲ
要
セ
サ
ル

ハ
ト
ノ
其

者
ハ
假
令
ハ
父
毋
妻
子
ヲ
其

者
ヲ
要
セ
サ
レ
ハ
路
途
ニ
迷
フ
カ
如
キ
必
用

ノ
人
ヲ
云
フ
ナ
ル
ヘ
シ

　
右
ノ
如
キ

モ
ノ
故
先
日
行
ク
先
キ
ハ
分
ラ
ヌ
ケ
レ
共
猶

豫
ニ
成
リ
居
事
可
然
ト
存
候

シ
ヤ

際
検

ヲ
得
テ
合
格
鬮
當
リ
ト
成
リ
タ

昭
和
女
子
大
学
図
書
館

　
近
代
文
庫
所
蔵
貴
重
書
貴
重
書
簡

　
　
高
山
樗
牛
（
他
）

　
　
Ⅰ
　
高
山
樗
牛
宛
齋
藤
親
信
書
簡
一
通

影
　
　
印

1
　
明1
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
月
二
二
日

 

朱
罫
巻
紙
　
墨
書
　
　
　
　
　

巻
紙
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ル

ハ
折
⻆
是
迠
修
行
シ
タ
ル
学
問
モ

無
傚
ニ
ナ
ル
事
モ
可
有
候
徴
兵
ニ
ナ
ル
モ

兔
ニ
⻆
修
行
ノ
出
来
タ
ル
上
ニ
成
ル
事
ハ

一
生
ノ
得
ナ
ラ
ン
ト
存
候

右
ノ
如
ク
ニ
存
候
得
共
如
シ
ヤ

際
検

ヲ

受
ケ
テ
兔
ニ
モ
⻆
ニ
モ
相
成
候
事
可
然
ト

存
候
共
検

ヲ
受
ル
ヿ
ニ
可
存
候

検

ヲ
受
ク
ル
ト
ナ
ラ
ハ
折
返
シ
當
廿
八
日
迠
ニ
當

方
ヘ
申
越
サ
レ
度
候
申
送
候
也

　
但
猶
豫
願
指
出
致
候
（
一
字
訂
正
）
間
是
レ
ニ
テ
宜
敷

　
候
共
本
文
ノ
返
事
ニ
不
及
候

廿
三
年

　
一
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
齋5
藤
親
信

　
　
高
山
林
次
郎
殿

　
追
テ
検

ヲ
受
ク
ル
ト
ナ
ラ
ハ
仙
臺
ニ
テ

　
受
ク
ル
ヤ
又
隺
岡
ニ
テ
受
ク
ル
ヤ
其

　
辺
確
定
申
越
サ
ル
ヘ
シ
山
形
縣
ノ
検

　

ハ
六
月
中
也

5
　
齋
藤
親
信
は
、
樗
牛
の
実
父
。
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1
（
封
筒
）

書
簡
53─

1 ─

2
（
本
文
）

　『
全
集
』
既
収
録
。
封
筒
表
裏
の
記

載
を
削
除
し
「
仙
台
よ
り
／
国
元
の
実

父
へ
」
と
す
る
。

1
　
書
簡
後
付
け
、「
明
治
廿
三
年
一

月
卅
日
」
に
拠
っ
た
。

翻
　
　
刻

﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
西
田
川
郡
鶴
岡
町

 
 

大
字
髙
畑
町
乙
二
番
地

 
 

　
　
　
　
◇
（
朱
角
印
）

 
 

齋
藤
親
信

 
 

　
　
　
　
　
平
信

﹇
切
手
﹈ 

弐
錢

﹇
消
印
﹈ 

陸
前
／
仙
䑓
／
廿
三
年
一
月
／
三
十
一
日
／
ホ
便

﹇
付
記
﹈ 

廿
三
年

﹇
付
記
﹈ 

徴
兵
之
件
山
形
共
同
会
雑
誌
四
号
云
〻
儀

﹇
差
出
﹈ 

仙
䑓
東
三
番
町
六
十
一
番
地

 
 

小
島
方

 
 

髙
山
林
次
郎
拝

 
 

　
　
　
　
　
　
　
◇
（
朱
角
印
）

﹇
日
付
﹈ 

明
治
廿
三
年
一
月
卅
日
投
函

﹇
消
印
﹈ 

羽
前
／
鶴
岡
／
廿
三
年
二
月
／
二
日
／
□
□

﹇
付
記
﹈ 

私
主
筆
の
山
形
縣
共
同
会
雑
誌
㐧
四
号
一
部

 
 

指
上
候
間
御
一
讀
被
下
度
私
の
平
生
之
生
活
御
推
察

 

可
被
下
候
云
〻

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
（
朱
角
印
）

拝
啓
、
本
月
廿
六
日
付
之
御
手
紙
本
日
早
朝
拝
見
仕
候
先
以
而
御

渾
家

御
丈
夫
に
て
御
暮
被
遊
大
賀
此
事
に
奉
存
候
私
事
無
亊
勉
強
罷
在

候
間

乍
憚
御
安
堵
被
下
度
候

私
徴
兵
之
件
に
つ
き
種
〻
一
方
な
ら
ぬ
御
心
配
、
難
有
奉
謝
候
右

は
私
事

當

大
切
之
年
月
な
れ
ば
検

之
こ
と
思
も
よ
ら
ず
猶
豫
願
之
こ

と
勿
論
之

　
　
Ⅱ
　
高
山
樗
牛
書
簡
三
十
通

影
　
　
印

1
　
明1
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
月
三
〇
日

 

封
筒
　
罫
紙
二
枚
　
墨
書
　
　
　
　
　

封
筒
表

封
筒
裏

第
1
紙
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2
　『
全
集
』
は
「
六
月
」。

6
　
明
治
一
四
年
一
〇
月
一
二
日
の

「
国
会
開
設
ノ
勅
諭
」（『
詔
勅
集
』
明
治

四
一
・
三
・
二
六
　
弘
文
書
院
）
に
は
、「
将

ニ
明
治
廿
三
年
ヲ
期
シ
議
員
ヲ
召
シ
国

会
ヲ
開
キ
」。

7
　『
全
集
』
は
「
感
謝
」。

3
　「
○
」
を
『
全
集
』
は
削
除
。

4
　
全
集
は
「
明わ

か

」
と
す
る
。

5
　
注
3
に
同
じ
。

亊
に
考
居
申
候
折
柄
御
丁
寧
な
る
御
書
面
拝
見
仕
幸
に
御
願
申
上

候
事
に
て
决
し
て

方
無
考
へ
に
て
唯
〻
御
仰
に
随
ひ
申
せ
し
譯
に

て
は
無
之

候
間
右
は
御
安
心
被
下
度
候
、
且
私
事
大

卒
業
は
二
十
四
年
六2

ケ
月
之

に
候
に
付
就

中
兵
営
ニ
入
る
こ
と

之
虞
無
之
候
間

亦
御

安
堵
有
之

度
候
○3
本
校
同

生
中
に
も
徴
兵
适
齢
之
者
多
人
数
有
之
右
之
中

に
て
近
眼

し
く
は
他
之
持
病
に
て
不
合
格
之
こ
と
明4
り
切
た
る

も
の
之
外
は

一
人
も
受
験

之
人
無
之
皆
私
と
同
し
く
猶
豫
願
差
出
候
○5
旦
又

如
仰
元

現
行
徴
兵

之
精
神
は
如
何
に
も
一
般
普
及
に
て
立
派

の
物
に

は
相
違
無
之
も
日
夲
人
の
幾
百
千
（
一
字
抹
消
）
に
も

た
さ
る
官

立

校
（
一
字
抹
消
）
生
徒

を
し
て
卒
業
後
を
も
肝
要
な
る

期
を
力
役
之
間
に
過
さ
し
む
る

に
至
て
は

如
何
あ
る
べ
き
や
、
當
局
者
中
に
も
議
論
有
之
由
な
れ
ば
国6
会
開

設
之

上
は
奈
何
に
変
更
相
成
る
や
も
測
ら
れ
ず
、
彼
れ
こ
れ
猶
豫
之
方

得
策
な
ら
ん
と
存
居
候

右
之
理
由
に
（
二
字
抹
消
）
御
坐
候
に
付
兵
亊
課
役
員
に
尋
問
可
致
必

要
も
無
之

唯
満
廿
六
年
之
曉
に
至
て
立
派
に
国
民
之
義
務
を
相
果
し
可
申
覺

期
に
有
之
候

右
一
件
に
付
種
々
御
心

之
程
承
り
実
に
誠7
謝
之
至
に
御
坐
候
就

中
讀
て

「（
二
字
抹
消
）
昨
夜
猶
思
ヒ
出
し

快
睡
せ
ず
云
々
」
に
至
て
覺
え

ず
感

涙
に
咽
び
申
候
御
訓
諭
之
段
〻
深
く
肝
膽
に
銘
し
决
し
て

第
2
紙
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8
　「
明
治
廿
三
年
」
か
ら
「
親
信

」

ま
で
、『
全
集
』
は
削
除
。

9
　『
全
集
』
は
「
御
願
申
候
」。

10
　「
山
形
県
共
同
会
雑
誌
」
に
つ
い

て
の
、
小
野
寺
凡
「
人
間
高
山
樗
牛
」

（『
高
山
樗
牛
研
究
資
料
集
成
』
第
五
巻
　

平
成
二
六
・
九
・
二
五
　
ク
レ
ス
出
版
）

の
調
査
に
拠
る
と
、
左
は
樗
牛
作
。

　
・
第
二
号
　
明
二
二
年
六
月
一
八
日

　
　 「
ジ
ャ
ン
・
ダ
ー
ク
伝
」（
史
伝
）　

高
山
林
次
郎

　
・
第
三
号
　
明
二
二
年
一
一
月
三
日

　
　 「
ペ
ス
タ
ロ
ヂ
ー
伝
」（
史
伝
）　

高
山
林
次
郎

　
・
第
四
号
　
明
二
三
年
一
月
二
〇
日

　
　 「
チ
ョ
ー
サ
ー
伝
」（
論
説
）　
高

山
林
次
郎

　
　 「
宮
城
集
治
監
を
観
る
の
記
」（
雑

録
）　
樗
牛
山
人
高
山

　
　「
雑
報
」　
高
・
林

忘
却
不
仕
候
に
付
何
卒
御
安
心
有
之
度
候

昨
年
九
月
よ
り
十
二
月
ま
で
之
㐧
一

期
之
成
績
は
意
外
に
宜
し

く
㐧
一
番
に
相
成
申
候（
之
迠
は
㐧
二
番
）間
念
之
為
御
し
ら
せ

申
上
候

當
地
二
十
七
日
初
め
て
降
雪
五
寸
程
相
積
申
候
鶴
岡
は

定
め
て
大
雪
な
ら
ん
と
推
察
致
居
候

右
は
要
用
ま
で
早
〻
不
乙

明8
治
廿
三
年
一
月
卅
日
　
　
　
　
　
　
林
次
郎
拝
具

親
信

　
　
　
▪
（
朱
角
印
）

猶
徴
兵
之
一
件
は
决
し
て
御
心

有
之
間
敷

奉
願
上
候
依
て
右
様
郡
役

へ
も（
一
字
抹
消
）宜
し
く
相9
願
申
候

早
〻

私
主
筆
之
山₁₀
形
縣
共
同
会
雜
誌
㐧
四
号
近
〻
出

其
節
一
部
差
（
一
字
抹
消
）
上
可
申
候
間
乍
御
面
倒
逐
一
御
一
覧

有
之
度
、
御
一
読
被
下
候
は
ゞ
私
之
平
生
之
生
活

御

推
察
相
成
べ
く
と
存
候

【
補
注
1
】

　
親
信
書
簡
が
樗
牛
に
提
示
し
た
徴
兵
問
題
に
つ
い
て
、
樗
牛
は
、
猶
予
願
い
を
出
す
方
針
で
お
り
、
徴
兵
検
査
は
受
け
な
い
旨
を

明
確
に
し
た
。
同
級
生
も
、
近
眼
や
持
病
が
あ
り
不
合
格
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
以
外
は
、
徴
兵
検
査
を
受
け
な
い
と
伝
え
て

い
る
。

　
親
信
が
樗
牛
宛
に
書
簡
を
書
い
た
二
二
日
、
樗
牛
は
養
父
久
平
宛
に
書
状
（『
全
集
』
収
録
）
を
送
っ
て
お
り
、「
私
儀
本
年
十
二

月
に
て
満
二
十
年
に
付
、
本
年
徴
兵
適
齢
に
有
之
候
得
共
、
高
等
中
学
生
徒
に
付
、
学
校
長
之
証
明
書
相
添
、
鶴
岡
之
役
場
へ
相
差

廻
候
間
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、
養
父
ら
は
東
京
在
住
の
た
め
、
鶴
岡
在
住
の
実
父
親
信
に
依
頼
す
る
旨
を
記
し
て
い
る
。
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書
簡
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1

　『
全
集
』
既
収
録
。
葉
書
表
の
記
載

を
削
除
し
、「
仙
台
よ
り
／
国
元
の
実

父
へ
」
と
す
る
。

1
　
後
付
け
は
な
い
。
消
印
は
「
廿
三

年
七
月
十
二
日
」
で
あ
る
が
、
書
簡
に

「
明
十
二
日
」
と
あ
る
の
で
、
一
一
日

に
書
い
た
も
の
。

2
　『
全
集
』
は
「
瘉
〻
」。

3
　
清
水
親
和
。
齋
藤
親
信
の
第
二
子

（
樗
牛
の
実
姉
）
も
と
子
の
夫
。

2
　
明1
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
七
月
一
一
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　﹇

宛
先
﹈ 

山
形
縣
西
田
川
郡

 
 

鶴
岡
町
大
字
高
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齋
藤
親
信

﹇
差
出
﹈ 

髙
山
林
次
郎

 
 

仙
䑓
東
三
番
町

 
 

六
十
一
番
地
小
島
方

﹇
消
印
﹈ 

陸
前
／
仙
䑓
／
廿
三
年
七
月
／
十
二
日
／
ロ
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
廿
□
年
七
月
／
十
三
日
／
ロ
便

﹇
付
記
﹈ 

廿
三
年
七
月
十
二
日
發

明
十
二
日
愈2
出
発
當
日
作
並

泊
翌
日
大
石
田
泊
翌
〻
十
四
日
夜

到
着
仕
候
間
一
寸
御
し
ら
せ

申
上
候

先
日
清3
水
様
御
出
之

御
惠
送
之
金
円
難
有
拝
受
仕
候

尚
御
面
会
之
上
御
礼
可
申
述
候

葉
書
表

葉
書
裏
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【
補
注
2
】

　「
愈
出
発
」
の
葉
書
は
、
夏
季
の
休
暇
を
利
用
し
て
、
仙
台
を
出
発
す
る
と
伝
え
た
。
旅
程
は
、
作
並
、
大
石
田
、
夜
に
到
着
と

あ
る
。
仙
台
か
ら
鶴
岡
へ
向
か
う
道
順
で
あ
り
、
実
父
が
住
み
、
樗
牛
自
ら
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
る
鶴
岡
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　『
高
山
樗
牛
資
料
目
録
』「
解
題
」
に
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。「
幕
末
か
ら
明
治
年
代
に
か
け
て
の
当
主
久
平
は
、
明
治
5

年
に
酒
田
県
出
張
所
雇
と
な
り
、
山
形
県
、
福
島
県
に
奉
職
し
、
さ
ら
に
警
視
庁
に
勤
め
た
（
明
治
23
年
ま
で
）
人
で
あ
る
。」
こ

れ
を
言
い
換
え
れ
ば
、
二
三
年
に
久
平
は
警
視
庁
を
退
職
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
思
わ
せ
る
書
状
が
『
全
集
』
に
あ
る
。
明
治

二
三
年
五
月
一
六
日
、
東
京
在
住
の
養
父
母
宛
の
一
通
で
あ
る
。

本
月
十
四
日
付
之
御
手
紙
、（
中
略
）
思
ひ
も
よ
ら
ざ
る
此
度
之
事
実
に
驚
愕
仕
候
、
私
も
一
時
は
非
常
の
心
配
に
て
、
茫
然

と
致
居
候
、
乍
併
無
心
配
勉
強
致
せ
と
の
御
仰
せ
を
力
に
、
漸
く
安
堵
致
候
。

　
樗
牛
は
、
こ
の
一
四
日
付
の
手
紙
で
、
父
が
警
視
庁
の
職
を
失
う
事
実
を
知
る
。
勉
学
に
強
い
熱
意
を
持
つ
樗
牛
は
、「
此
処
に

て
学
問
を
退
く
は
実
に
此
上
も
な
き
残
念
之
事
に
候
得
ば
、
何
卒
御
都
合
之
上
、
資
金
御
続
被
下
度
奉
願
上
候
。」
と
訴
え
る
。
大

学
入
学
後
は
、「
学
課
の
余
暇
に
私
立
学
校
之
教
師
と
も
な
り
て
、
一
人
の
資
用
は
作
る
積
に
て
候
得
ば
、
今
よ
り
四
年
の
間
、
私

事
勉
強
致
し
得
る
程
の
資
金
何
卒
御
送
被
下
度
候
。」
と
す
る
。

　
六
月
一
日
実
父
宛
樗
牛
書
簡
（『
全
集
』
）
は
、
実
父
親
信
が
仙
台
の
樗
牛
を
訪
ね
た
も
よ
う
で
、
そ
の
礼
状
で
あ
る
。「
御
誡
諭

之
趣
、
一
々
服
膺
可
仕
」
と
あ
り
、
ふ
た
り
の
間
で
話
し
合
わ
れ
た
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。
服ふ

く

膺よ
う

は
、
心
に
と
め
て
忘
れ
な
い
意
で
、

「
夏
季
休
業
之
節
帰
国
致
し
悠
々
御
談
可
致
候
」
と
し
、
六
月
一
六
日
養
父
母
宛
書
状
に
は
、「
私
事
夏
休
業
に
は
直
に
鶴
岡
に
参
ら

ん
と
存
候
」
と
書
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
六
月
一
二
日
実
父
宛
に
出
さ
れ
た
書
状
に
は
、
就
学
期
間
と
と
も
に
、「
徴
兵
云
々
之
儀
、
色
々
御
心
配
之
段
難
有

奉
謝
候
。」
と
あ
る
。
学
校
を
去
る
こ
と
は
、
徴
兵
猶
予
に
大
き
く
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
実
父
も
樗
牛
も
、
当
然
そ
れ
を
念
頭
に

置
い
て
、
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
徴
兵
猶
予
問
題
に
継
い
で
お
こ
っ
た
学
資
金
支
援
に
よ
っ
て
、
樗
牛
と
実
父

親
信
の
関
係
は
密
接
の
度
を
増
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
八
月
二
五
日
福
島
県
近
野
衛
門
治
宛
書
状
に
は
、「
兎
角

世
事
は
金
に
て
、
小
弟
な
ど
も
此
末
資
金
永
く
続
く
見
込
無
之
有
様
に
相
逼
、
実
に
心
痛
罷
在
候
」
と
も
記
し
て
い
る
。
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2

　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
後
付
け
の
日
付
は
な
い
が
、
仙
台

と
鶴
岡
、
二
つ
の
消
印
か
ら
、
二
四
年

二
月
一
〇
日
と
し
た
。
葉
書
表
に
、「
廿

四
年
」「
二
月
十
日
投
」
と
あ
る
。

2
　『
全
集
』
収
録
の
明
治
二
四
年
一

月
二
九
日
養
父
母
宛
樗
牛
書
簡
に
は

「
東
六
番
町
五
十
四
番
地
松
木
彦
輔
方
」

に
下
宿
す
る
と
あ
り
、『
明
治
文
学
全
集
』

40
（
前
掲
）「
年
譜
」
も
明
治
二
四
年

一
月
の
項
に
「
東
六
番
町
五
四
松
木
彦

輔
方
に
移
る
。」
と
す
る
が
、
同
年
二

月
一
二
日
、
養
父
宛
の
書
簡
（『
全
集
』
）

で
は
「
東
六
番
町
四
十
二
番
地
に
御
座

候
、
先
日
五
十
四
番
地
と
せ
し
は
誤
り

に
て
候
」
と
し
て
、
誤
記
を
正
し
て
い

る
。

3
　「
親
廣
殿
」。
齋
藤
親
信
の
第
一
子
、

樗
牛
の
実
兄
。
小
野
寺
凡
「
人
間
高
山

樗
牛
」（
前
掲
）
は
、
明
治
二
四
年
、

親
廣
に
「
函
館
警
察
署
、
五
等
（
上
）

警
部
」
の
職
歴
が
あ
る
旨
を
指
摘
す
る
。

4
　
明
治
二
四
年
二
月
三
日
の
「
郵
便

報
知
新
聞
」
は
「
●
仙
台
通
信
（
一
月

三
十
日
発
）
／
〇
第
二
高
等
中
学
校
の

休
業
　
左
ま
で
激
烈
に
は
あ
ら
ざ
れ
と

も
例
の
イ
ン
フ
リ
ユ
ー
エ
ン
ザ
病
流
行

し
同
校
の
教
員
に
十
余
名
、
生
徒
中
に

も
亦
た
同
様
同
病
に
感
染
し
た
る
も
の

あ
る
為
め
昨
今
休
業
中
な
り
」
と
報
じ

た
。

﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
西
田
川
郡

 
 

鶴
岡
町
高
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齋
藤
親
信

﹇
差
出
﹈ 

高
山
林
次
郎
拝
具

 
 

仙2
台
東
六
番
町
四
十
二
番
地

 
 

松
木
彦
輔
方

﹇
消
印
﹈ 

陸
前
／
仙
䑓
／
廿
四
年
□
月
／
十
日
／
□
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
□
□
年
二
月
／
十
二
日
／
イ
便

﹇
付
記
﹈ 

廿
四
年

 
 

二
月
十
日
投

拝
上
酷
寒
之
候
如
何
御
暮
被
遊
候
哉

私
事
無
事
勉
強
罷
在
候
間
御
安
堵
被
下

度
候
北
海
道
之
親3
廣
殿
も
今
度

凾
舘
ニ
警
部
御
拝
命
之
由
結
構
之

御
事
ニ
奉
存
候
報
知
新
聞
等
ニ
当
地
イ4
ン
フ
ルエン
ザ

流
行
に
て
学
校
休
業
な
ど
ゝ

載
有
之

候
得
共
右
は
事
実
相
違
ニ
付
休
校

無
之

私
事
も
無
事
大
丈
夫
ニ
御
坐
候
右
は
無
事

御 し ら せ ま で  早 〻

3
　
明1
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
二
月
一
〇
日
（
推
定
）

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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3

　『
全
集
』
未
収
録
。
葉
書
は
「
大
日

本
郵
便
壹
錢
郵
便
往
復
は
が
き
」
の
返

信
用
を
使
用
。

1
　
後
付
け
は
な
い
。
仙
台
差
出
の
消

印
は
、「
廿
五
年
十
月
」
ま
で
し
か
判

読
で
き
ず
、
日
は
不
明
。
た
だ
し
、『
全

集
』
収
録
の
明
治
二
五
年
一
〇
月
二
七

日
養
父
高
山
久
平
宛
樗
牛
書
簡
に
は
、

「
昨
日
写
真
一
葉
御
送
申
上
候
処
、
御

落
手
相
成
候
や
。」
と
あ
る
。
写
真
を

送
っ
た
日
が
「
昨
日
」
で
、
翌
日
に
そ

れ
を
知
ら
せ
る
書
面
を
書
き
送
っ
て
い

る
点
か
ら
す
る
と
、
実
父
と
養
父
に
宛

て
た
こ
の
二
通
は
、
同
日
に
認
め
ら
れ

た
可
能
性
が
高
い
。
以
上
の
点
か
ら
、

実
父
宛
本
葉
書
は
、
養
父
宛
と
同
じ
明

治
二
五
年
一
〇
月
二
七
日
に
認
め
ら
れ

た
と
推
定
し
た
。

2
　『
高
山
樗
牛
資
料
目
録
』
は
、「
氷

見
」
と
す
る
が
、
永
見
が
正
し
い
。
永

見
裕
は
、
成
田
正
毅
『
高
山
樗
牛
冥
想

の
松
』（
昭
和
一
七
・
三
・
一
　
冥
想
の
松

保
存
会
）
に
拠
る
と
、
宮
城
県
の
「
学

務
課
属
員
と
し
て
赴
任
し
、（
中
略
）

後
に
は
仙
台
第
一
中
学
校
の
教
員
を
し

た
人
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
樗
牛

は
実
父
に
宛
て
て
、「
中
々
厳
格
之
人

に
て
、（
中
略
）
以
来
は
御
手
紙
之
肩

書
に
は
永
見
氏
方
又
は
永
見
裕
殿
方
と

御
記
載
被
下
度
候
。」
と
書
き
送
っ
た

（
明
治
二
五
・
四
・
三
〇
、『
全
集
』）。
な
お
、

『
高
山
樗
牛
冥
想
の
松
』
は
、
永
見
の

娘
と
の
ロ
マ
ン
ス
に
注
目
し
た
書
で
あ

る
。

3
　「
溫
海
」（
あ
つ
み
）
は
、
山
形
県

鶴
岡
市
の
温
泉
地
で
あ
る
。『
全
集
』

は
「
温あ

た
み海
」。「
毋
上
様
」
か
ら
「
候
や
」

ま
で
の
一
行
は
、「
猶
呉
〻
も
私
事
丈

﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
羽
前
国
靏
岡
髙
畑
町

 
 

（
数
文
字
抹
消
）
乙
二
番
地

 
 

齋
藤
親
信

﹇
差
出
﹈ 

髙
山
林
次
郎
拝
具

 
 

仙
臺
東
二
番
町
五
十
二
番
地

 
 

永2
見
裕
方

﹇
消
印
﹈ 

陸
前
／
仙
䑓
／
廿
五
年
十
月
／
（
不
明
）

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
廿
五
年
十
月
／
三
十
日
／
イ
便

﹇
付
記
﹈ 

廿
五
年

﹇
付
記
﹈ 

廿
五

　
毋
上
様
は
溫3
海
よ
り
御
上
り
に
相
成
候
や

拝
啓
秋
冷
之
節
御
静
寧
奉
賀
候
私
事

ニ
就
き
種
〻
御4
心
添
被
下
候
段
只
感
淚
之

至
ニ
御
坐
候
尚
精
〻
自
愛
可
致
候
間
御

下
さ
れ
間
敷
奉
願
候
近
頃
は
急
ニ

寒
氣
相
増
候
此

に
て
は
隺
岡
も
嘸
か
し

と
推
察
仕
候
昨5
日
写
真
一
枚
御
送
申
上
候
間

右
は
お
な
を
に
御
與
被
下
度
候
　
早
〻

　
猶
呉
〻
も
私
事
丈
夫
に
相
成
候
間
御
心

被
下
間
敷
候

4
　
明1
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
一
〇
月
二
七
日
（
推
定
）

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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夫
に
相
成
候
間
御
心

被
下
間
敷
候
」

に
続
く
。
樗
牛
は
し
ば
し
ば
端
の
空
き

に
書
き
入
れ
た
。

　『
全
集
』
収
録
の
明
治
二
五
年
一
〇

月
九
日
実
父
親
信
宛
書
簡
に
は
、「
皆
々

様
温
海
御
入
浴
の
由
了
承
、
嘸
々
愉
快

之
事
な
ら
む
と
存
候
」
と
あ
り
、
一
〇

月
二
七
日
の
養
父
宛
書
簡
に
も
、「
母

上
様
に
は
温
海
御
入
湯
御
相
応
之
由
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

4
　
注
1
に
あ
げ
た
養
父
宛
書
簡
に
、

実
父
親
信
か
ら
療
養
費
を
送
ら
れ
た
旨

の
記
載
が
あ
る
。

5
　『
全
集
』
収
録
二
五
年
一
〇
月
五

日
実
妹
直
子
宛
書
簡
に
、「
写
真
の
事

承
知
い
た
し
候
」
と
あ
り
、「
病
気
あ

げ
く
に
て
少
し
く
や
せ
た
れ
ば
、
い
ま

十
余
日
を
経
て
後
、
健
康
な
る
顔
う
つ

し
御
送
申
べ
く
候
。」
と
あ
る
。
直
子

の
要
望
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
直
子
宛
書
簡
の

一
部
は
、
増
補
縮
刷
『
樗
牛
全
集
』
第

六
巻
（
前
掲
）
巻
頭
口
絵
写
真
に
続
く

折
込
頁
に
載
っ
て
お
り
、「
緒
言
」
に
、

「
郷
里
鶴
岡
に
在
る
実
妹
な
を
子
の
近

く
東
京
岡
田
氏
へ
嫁
ぎ
行
か
ん
と
せ
る

に
与
へ
し
書
翰
の
一
節
に
し
て
」
と
あ

る
。
直
子
の
夫
と
な
る
岡
田
直
方
は
、

工
藤
恆
治『
文
豪
高
山
樗
牛
』（
前
掲
）に
、

「
鶴
岡
の
人
、
工
兵
中
佐
」
と
の
「
註
」

が
あ
る
。
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﹇
宛
先
﹈ 

羽
前
國
西
田
川
郡

 
 

靏
岡
町
大
字
（
二
字
抹
消
）
高
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齊
藤
親
信
様

﹇
消
印
﹈ 

武
臧
／
東
京
本
郷
／
廿
□
年
十
一
月
／
□
日
／
□
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
廿
六
年
十
一
月
／
五
日
／
ホ
便

﹇
付
記
﹈ 

（
廿
六
年
十
一
月
三
日
）

﹇
付
記
﹈ 

三
十
一
号

拝
啓
私
亊
今
般
（
明
日
よ
り
）左尼

之

ニ
移
轉
仕
候
間
御
手
紙

凡
て
右

ニ
宛
御
差
出
被
下
度
右
御
報
知

申
上
候
猶
委
細
ハ
近
ヽ
手
紙
ニ
て

申
上
候
　
早
〻

　
十2
一
月
三
日
天
長

之
佳
辰

　
　
　
東3
京
夲
郷
区
元
町
二
丁
目
四
十
七
番
地

　
　
　
加
藤
栄
次
郎
方
　
　
　
　
髙
山
林
次
郎

書
簡
53─
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4

　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
後
付
け
「
十
一
月
三
日
」
と
、
消

印
の
廿
六
年
に
拠
っ
た
。

2
　
明
治
天
皇
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）

年
一
一
月
三
日
生
誕
。

3
　
本
葉
書
と
同
日
の
明
治
二
六
年
一

一
月
三
日
、
養
父
高
山
久
平
宛
葉
書

（『
全
集
』
）
で
も
、
元
町
へ
の
移
転
を

報
告
し
、「
徴
兵
之
件
」
で
御
賛
助
願

い
た
い
と
記
し
て
い
る
。『
明
治
文
学

全
集
』
40
（
前
掲
）「
年
譜
」
同
二
六

年
の
項
に
、「
徴
兵
猶
与
工
作
の
た
め

本
籍
を
北
海
道
へ
移
籍
」
と
あ
る
。

5
　
明1
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
一
一
月
三
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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徴
兵
は
、
や
は
り
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
明
治
二
六
年
七
月
一
〇
日
、
樗
牛
は
第
二
高
等
中
学
校
を
首
席
で
卒
業
し
、

九
月
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
へ
の
入
学
を
果
た
し
て
い
た
。
徴
兵
の
い
わ
ゆ
る
「
猶
予
」
を
受
け
る
資
格
を
失
う
時
期
を
む

か
え
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
事
態
解
決
の
た
め
に
試
み
ら
れ
た
の
が
、
北
海
道
へ
の
移
籍
で
あ
っ
た
。

　
明
治
二
六
年
一
〇
月
八
日
、
養
父
母
宛
の
書
状
（『
全
集
』
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。（
書
面
の
う
ち
切
り
取
ら
れ
存

在
し
な
い
部
分
が
点
線
で
示
さ
れ
、
そ
の
旨
が
欄
外
に
註
記
さ
れ
て
い
る
。）

高
畑
町
に
て
は
村
長
を
つ
と
め
居
候
故
、
移
籍
之
こ
と
は
精く
は

敷し
く

あ
ら
せ
ら
る
ゝ
な
ら
ん
と
想
像
致
候
故
、
乍
御
面
倒
御
願
申
上

候
次
第
に
御
座
候
。
又
鶴
岡
よ
り
年
々
北
海
道
に
移
住
す
る
も
の
有
之
候
に
付
、
役
場
・
郡
役
所
辺
に
て
は
其
手
続
十
分
く
は

し
く
志
り
居
る
な
ら
ん
と
存
候
間
、
甚
恐
入
候
得
共
、
御
問
合
の
上
、
其
模
様
御
返
事
被
下
度
奉
願
候
。

　
翌
一
一
月
、
養
父
宛
書
簡
（
一
一
月
一
七
日
　『
全
集
』
）
に
、「
北
海
道
室
蘭
札
幌
通
十
一
番
地
に
同
居
之
事
に
都
合
相
成
候
赴
、

先
程
親
廣
殿
よ
り
も
御
手
紙
有
之
、
一
先
ツ
安
堵
仕
候
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。



─ 71 ─

書
簡
53─

4 ─

5

　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
後
付
け
の
「
三
月
二
十
七
日
」
と
、

消
印
の
「
廿
七
年
」
に
拠
っ
た
。

﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
羽
前
国
西
田
川
郡

 
 

靏
岡
町
大
字
髙
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齊
藤
親
信

﹇
差
出
﹈ 

髙
山
林
次
郎

 
 

東
京
夲
郷
菊
坂
町
八
十
二

 
 

番
地
本
間
の
ぶ
方

﹇
消
印
﹈ 

武
藏
／
東
京
□
□
／
廿
七
年
三
月
／
二
十
七
日
／
□
便

 
 

（
印
字
不
明
）　
　
　
　
　
　
三
月
／
三
十
日
／
ロ
便

　
昨
今
之
暖
氣
袷
一
枚
之
氣
候
ニ
御
坐
候

拝
啓
仕
候
春
暄
之

ニ
相
成
候

御
変
も
無
く
御
暮
被
遊
奉
賀
候
私
事

近
來
以
前
ニ
も
ま
し
て
壮
健
ニ
相
成

候
間
御

被
下
間
敷
候
用
㕝
無
之

候
ま
し
兎
⻆
御
無
沙
汰
勝
ニ
打
過
候
段

御
許
被
下
度
候
右
ハ
一
寸
起
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
し
ら
せ
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
〻

　
三
月
二
十
七
日
（
廿
七
年
）

6
　
明1
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
三
月
二
七
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
西
田
川
郡

 
 

靏
岡
町
大
字
髙
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齊
藤
親
信

﹇
差
出
﹈ 

東
京
夲
郷
菊
坂
町

 
 

八
十
二
番
地
本
間
ノ
フ
方

 
 

髙
山
林
次
郎

﹇
消
印
﹈ 

武
藏
／
東
京
本
郷
／
□
□
年
五
月
／
□
□
八
日

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
廿
七
年
五
月
／
二
十
九
日
／
ホ
便

﹇
付
記
﹈ 

（
廿
七
年
五
月
廿
七
日
）

﹇
付
記
﹈ 

拾
壱
号
　
五
月
三
十
日
着

拝
啓
仕
候
良2
太
㕝
其
後
如
何
ニ
御
坐
候
哉

懸
念
罷
在
候
私
事
無
事
罷
在
候
間
乍
憚

御
心

被
下
ま
し
く
候
新

御
送
之
事

用
事
ニ
取
紛
二
日

一
度
ニ
相
成
申
訳

無
之
候
此
後
注
意
可
改
候
ニ
付
不

御
思
召

被
下
度
候
當
地
非
常
之
暖
氣
単
衣
之

ニ
相
成
申
候
先
は
一
寸
要
用
迠

　
　
五
月
廿
七
日
午
後
五

書
簡
53─
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6

　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
後
付
け
は
五
月
廿
七
日
。
消
印
は
、

二
つ
と
も
不
鮮
明
で
あ
り
年
が
特
定
で

き
な
い
が
、「
本
間
」「
本
間
の
ぶ
」
方

へ
の
下
宿
は
、『
高
山
樗
牛
資
料
目
録
』

に
は
、
明
治
二
七
年
と
み
て
よ
い
か
と

思
わ
せ
る
箇
所
が
あ
り
、
葉
書
表
に
記

さ
れ
た
「（
廿
七
年
五
月
廿
七
日
）
」

と
一
致
す
る
。

2
　
実
弟
齋
藤
良
太
は
、
体
調
が
悪
く
、

樗
牛
は
非
常
に
心
配
し
て
い
た
。

7
　
明1
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
五
月
二
七
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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﹇
宛
先
﹈ 

羽
前
國
靏
岡
町

 
 

高
畑
町
乙
二

 
 

齋
藤
親
信
樣

﹇
差
出
﹈ 

髙
山
林
次
郎

 
 

夲
郷
菊
坂
町
八
十
二

 
 

番
地
丸
山
館

8

8

8

方

﹇
消
印
﹈ 

（
不
鮮
明
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
廿
七
年
九
月
／
二
十
三
日
／
ロ
便

﹇
付
記
﹈ 

㐧
拾
四
号
（
廿
七
年
九
月
）

御
手
紙
昨
日
落
手
仕
候

良2
太
へ
も
宜
敷
御
傳

被
下
度
奉
願
先
ハ
一
寸

御
返
㕝
の
み
早
〻

　
廿
一
日
学
校
途
上

書
簡
53─

4 ─

7

　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
後
付
け
の
「
廿
一
日
」
と
、
消
印

「
廿
七
年
九
月
」
に
拠
っ
た
。

2
　
良
太
は
、
阿
部
正
路
「
斎
藤
野
の

人
（
一
）
」（
前
掲
）
に
拠
る
と
、
明
治

六
年
二
月
二
六
日
生
ま
れ
、
明
治
二
七

年
一
二
月
二
六
日
没
。

8
　
明1
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
九
月
二
一
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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﹇
宛
先
﹈ 

羽
前
國
靏
岡

 
 

髙
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齋
藤
親
信

﹇
差
出
﹈ 

東
京

 
 

夲
郷
菊
坂
町
丸
山
館

﹇
消
印
﹈ 

武
藏
／
東
京
本
郷
／
廿
八
年
一
月
／
廿
八
日
／
□
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
□
八
年
二
月
／
一
日
／
□
便

﹇
付
記
﹈ 

㐧
三
号
　
廿
八
年
二
月
一
日
着

拜
啓
去
廿
四
日
之
御
書
拝
見
仕
候
當
地

2〻

震
ハ
格
別
可
驚
㕝
ニ
無
之
（
一
字
抹
消
）
無
事

罷
在
候
間
御
安
神
被
下
度
奉
願
候
御
地

は
大
雪
之
赴
當
地
ハ
之
ニ
反
し
昨
今
之

模
様
ニ
て
ハ
當

降
雪
之
見
込
無
之
候

右
ハ
一
寸
御
返
事
迠
　
早
〻
不
一

　
　
一
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
林
次
郎

　
　
　
追
て
先
日
差
上
候
手
紙
中
ニ
御
贈
御
受
取
之

　
　
　
こ
と
相
忘
れ
候
や
も
ふ
と
測
難
シ
申
上
候

書
簡
53─
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8

　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
後
付
け
の
「
一
月
廿
八
日
」
と
消

印
「
廿
八
年
」
に
拠
っ
た
。

2
　
地
震
に
つ
い
て
、
明
治
二
八
年
一

月
二
〇
日「
読
売
新
聞
」（
朝
刊
3
面
）
は
、

「
●
東
京
に
於
け
る
一
昨
夜
の
激
震
」

「
一
昨
十
八
日
午
後
十
時
四
十
八
分
頃

に
起
れ
る
東
京
の
地
震
ハ
昨
廿
七
年
六

月
廿
日
の
強
震
と
殆
ん
ど
大
差
無
く
何

れ
も
寝
巻
或
ハ
裸
体
の
儘
に
往
来
へ
飛

出
し
各
町
の
火
の
番
ハ
非
常
見
廻
り
を

出
す
抔
大
方
な
ら
ぬ
騒
ぎ
に
て
府
下
十

五
区
九
郡
中
家
屋
の
損
害
人
畜
の
負
傷

若
く
ハ
死
傷
等
少
か
ら
ね
バ
左
に
取
調

べ
た
る
被
害
の
大
畧
を
区
郡
分
に
て
記

載
す
」
と
報
じ
て
い
る
。

　
一
月
二
八
日
付
養
父
宛
書
簡
（『
全

集
』
）
に
は
、「
兎
角
新
紙
は
万
事
之
報

導
大
袈
裟
に
て
候
。
左
程
可
驚
地
震
に

て
は
無
御
座
候
ひ
き
。」
と
あ
る
。

9
　
明1
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
一
月
二
八
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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　「
帝
国
文
学
」（
明
治
二
八
年
一
月
創
刊
～
大
正
九
年
一
月
終
刊
／
大
正
三
年
三
月
～
九
月
休
刊
／
全
二
九
六
冊
）
に
つ
い
て
『
日
本
近
代
文

学
大
事
典
』
第
五
巻
（
昭
和
五
二
・
一
一
・
一
八
　
講
談
社
）
は
、
雑
誌
全
期
を
次
の
三
期
に
分
か
つ
。
第
一
期
（
創
刊
～
明
治
三
八
）、

第
二
期
（
明
治
三
九
～
休
刊
）、
第
三
期
（
復
刊
～
終
刊
）。
樗
牛
が
関
わ
る
の
は
そ
の
没
年
か
ら
し
て
第
一
期
の
み
。「
日
清
戦
争
の
捷

報
に
と
も
な
う
国
家
意
識
の
高
揚
」（
同
前
）
を
背
景
と
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　
明
治
二
六
年
九
月
、
樗
牛
は
帝
国
大
学
文
化
大
学
哲
学
科
に
入
学
。
暮
れ
に
は
有
志
と
帝
国
文
学
会
を
お
こ
し
、
雑
誌
「
帝
国
文

学
」
の
発
刊
に
か
か
わ
っ
て
い
く
。
創
刊
は
明
治
二
八
年
一
月
一
〇
日
。
創
刊
号
「
序
詞
」
は
、
樗
牛
の
筆
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

樗
牛
が
雑
誌
編
集
等
に
か
か
わ
っ
た
の
は
初
期
の
頃
で
あ
る
が
、「
帝
国
文
学
会
発
起
人
」
及
び
「
帝
国
文
学
会
編
集
委
員
」
に
「
文

化
大
学
々
生
　
高
山
林
次
郎
」
の
名
が
あ
る
。
同
覧
に
は
「
〇
英
文
学
科
」
と
し
て
「
高
等
師
範
学
校
講
師
大
学
院
学
生
　
文
学
士
　

夏
目
金
之
助
」
の
名
も
あ
る
。

　
樗
牛
は
、
第
二
号
に
「
近
松
巣
林
が
人
生
観
」（
明
治
二
八
・
二
・
一
〇
）
を
、
第
四
号
に
「
巣
林
子
の
女
性
」（
明
治
二
八
・
四
・
一

〇
）
を
寄
せ
た
。
筆
名
は
「
高
齋
林
良
」、
高
山
、
齋
藤
、
林
次
郎
、
良
太
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
も
う
一
つ
、
同
じ
一
月
に
創
刊
を
み
た
雑
誌
に
、
博
文
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
太
陽
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
日
本
近
代
文

学
館
編
『
太
陽
総
目
次
』（
一
九
九
九
・
一
二
・
二
〇
　
八
木
書
店
）
は
、
七
期
に
分
か
ち
詳
述
し
た
。
七
期
の
代
表
者
氏
名
を
あ
げ
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。〈
第
一
期
〉
坪
谷
善
四
郎
時
代
、〈
第
二
期
〉
高
山
林
次
郎
時
代
、〈
第
三
期
〉
鳥
谷
部
銃
太
郎
時
代
、〈
第
四
期
〉

浮
田
和
民
時
代
、〈
第
五
期
〉
浅
田
彦
一
時
代
、〈
第
六
期
〉
長
谷
川
誠
也
時
代
、〈
第
七
期
〉
平
林
初
之
輔
時
代
。

　「
総
合
雑
誌
『
太
陽
』
掲
載
の
高
山
樗
牛
と
姉
崎
嘲
風
の
文
明
評
論
」（「
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
」
25
　
一
九
九
八
・
五
）
で
、
林
正

子
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

樗
牛
と
『
太
陽
』
の
関
わ
り
は
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
の
創
刊
年
に
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。
樗
牛
は
同
郷
＝
山
形
出
身

の
大
橋
乙
羽
（
一
八
六
九
〜
一
九
〇
一
）
の
推
薦
で
、
こ
の
年
か
ら
客
員
文
芸
欄
主
筆
と
な
っ
て
（
後
略
）

　
樗
牛
は
創
刊
の
二
八
年
、「
戯
作
的
人
物
と
近
松
巣
林
子
」
を
第
1
巻
第
4
号
（
明
治
二
八
・
四
・
五
）
に
掲
載
す
る
が
、
健
康
上

の
問
題
が
生
じ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
明
治
二
九
年
九
月
九
日
の
辞
令
に
よ
っ
て
、
第
二
高
等
学
校
教
授
と
し
て
、
仙
台
に
向
か
う

こ
と
と
な
っ
た
。
本
格
的
な
評
論
活
動
に
入
る
の
は
、
仙
台
か
ら
東
京
に
帰
っ
て
か
ら
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
靏
岡
髙
畑
町

 
 

乙
二
番
地

 
 

齊
藤
親
信

﹇
切
手
﹈ 

弐
錢

﹇
消
印
﹈ 

武
藏
／
東
京
／
廿
八
年
三
月
／
二
十
一
日
／
ワ
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
廿
八
年
三
月
／
二
十
四
日
／
イ
便

﹇
付
記
﹈ 

㐧
六
号
廿
八
年
三
月
廿
四
日
着

﹇
差
出
﹈ 

東
京
築
地
三
丁
目

 
 

十
五
番
地
太
田
方

 
 

高
山
林
太
郎

 
 

　
　
　
　
拝
具

﹇
付
記
﹈ 

先 

日
来
太
田
方
ヘ
居
候
新
聞
遅
滞
ノ
事
社
ニ

申
由
参
月
ニ
送
リ
候
由
）

 
 

五
月
ノ
御
上
京
ハ

 
 

京
都
博
覧
会

 
 

御
見
物
ノ
事
ナ
ラ
ン

 
 

五
十
嵐
昨
日
出
立
セ
リ
云
々

﹇
付
記
﹈ 

廿
八
年
三
月
廿
一
日
發

﹇
付
記
﹈ 

廿2
八
年
三
月
廿
一
日
發

拜3
復
仕
候
春
暖
之

節
ニ
相
成
候
處

御
無
事
に
御
暮
被
遊
奉
賀
候

耑4
私
事
至
て
壮
健
ニ
て
勉
学
罷
在

候
間
御
安
神
被
成
下
度
奉
願
候
先
日

來
太5
田
樣
迠
度
〻
御
申
越
之
由
に

御
坐
候
得
共
私6
も
何
も
御
話
無
之

候
故
随
て
御
無
音
ニ
打
過
候
段
不

御
了
承
被
下
度
候
北
海
道
之
兄
上
樣

書
簡
53─

1 ─

3

　『
全
集
』
既
収
録
。
封
筒
表
裏
の
記

載
は
削
除
。「
東
京
よ
り
／
国
元
の
実

父
へ
」
と
す
る
。

1
　
後
付
け
の
、「
三
月
念
一
日
」
と
、

消
印
の
「
廿
八
年
」
に
拠
っ
た
。

2
　「
廿
八
年
三
月
廿
一
日
発
」
を
、

『
全
集
』
は
削
除
。

3
　『
全
集
』
は
「
拝
啓
」。

4
　『
全
集
』
は
「
下
而
」。

5
　「
太
田
様
」
は
、
太
田
資
順
、
樗

牛
の
叔
父
で
あ
る
。
齋
藤
親
良
と
竹
の

子
で
、
樗
牛
の
実
母
芳
の
弟
。
樗
牛
の

よ
き
相
談
相
手
で
あ
っ
た
。『
明
治
文

学
全
集
』40（
前
掲
）「
年
譜
」に
は
、「
三

月
、
新
築
落
成
の
太
田
宅
に
移
る
」
と

あ
る
。

6
　『
全
集
』
は
「
私
に
」。

10
　
明1
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
三
月
二
一
日

 

封
筒
　
巻
紙
　
墨
書
　
　
　
　
　

封
筒
表

巻
紙

封
筒
裏
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よ
り
も
先
達
御
書
面
有
之
候
ひ
し
が

御
差
出
之
日
よ
り
二
十
日
目
ニ
て
落
手

其
為
御
申
送
之
要
件
も
何
等
の

御
挨
拶
も
不
致
打
過
候
故
扨
こ
そ
私
之

無
沙
汰
を
御
訝
被
成
候
事
と
奉7
願
候

乍
去
此
方
ニ
（
一
字
抹
消
）
何
事
之
あ8
る
ニ
は
無
之

不
相
変
大
壮
健
ニ
て
勉
学
罷
在
候
間

御
安
心
是
祈
候
本
年
ハ
非9
常
之

多
忙
ニ
て
学
校
之
課
業
の
さ
は
し
き

こ
と
寔₁₀
ニ
非
常
ニ
有
之
候
六
月

ま
で
必
死
と
勉
学
ニ
餘
念
無
之
候

都
合
有
之
昨
日
よ
り
太
田
氏
方
へ

引
移
申
候
間
以
來
御
手
紙
は
此
方

ニ
御
宛
被
下
度
奉
願
候

読
賣
新
聞
本
月
十
日
限

達
無
き
よ
し
社
之
方
ニ
何
か
の

間
違
有
之
候
事
と
存
じ
候
今
朝

掛
合
候
處
同
社
に
て
は
日
〻
無
相
違

差
出
居
候
趣
ニ
て
一
應
此
方
御
調

被
下
度
旨
申
候
い
か
に
も
不
審
ニ
付

10
　『
全
集
』
は
「
実
に
々
々
」。

9
　『
全
集
』
は
「
非
常
に
多
忙
に
て
」。

7
　『
全
集
』
は
「
奉
察
候
」。

8
　『
全
集
』
は
「
あ
り
た
る
に
は
」。
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猶
呉
〻
も
念
入
申
聞
候
得
共

果
し
て
同
社
ニ
て
出
せ
し
も
の
な
ら
は
達

せ
ぬ
訳
無
之
事
と
存
候
前
金

ハ
別
書
之
通
來
月
十
日
迠
之

拂
込
候
事
故
多

同
社
（
一
字
抹
消
）
は
十

日
を
一
月
前
の
夲
月
十
日
之
事
と
間
違

候
事
と
存
候
念
之
為
別
紙
前

金
受
領
書
御
覧
被
下
度
候
此
手
紙

届
候
上
ニ
て
い
よ
〳
〵

達
無
之
候
は
ゝ

達
停
止
せ
し
め
候
外
無
之
候

五
月
御
上
京
は
京
都
博
覧

会
御
見
物
旁
々
之
御
旅
行

と
奉
存
候
來
月
十
日
頃
は₁₁
花

之
頃
ニ
も
有
之
博
覧
会
も
有
之

同
し
こ
と
な
ら
は
來
月
十
日
頃

御
上
京
之
事
ニ
被
成
候
て
は
如
何

之
御
都
合
ニ
御
坐
候
や
道
中
之

雪
は
一
日
丈
我
慢
せ
は
無
之
候

右
乍
餘
事
申
上
候
五₁₂
十
嵐
樣

昨
日
午
後
二
時
半
上
野
發
私
も

11
　「
は
花
之
頃
ニ
も
」
か
ら
「
來
月

十
日
頃
」
の
二
十
六
字
は
『
全
集
』
欠

落
。
文
面
は
、
五
月
一
〇
日
頃
で
は
な

く
、
花
も
博
覧
会
も
両
方
楽
し
め
る
来

月
一
〇
日
頃
に
上
京
さ
れ
る
と
よ
ろ
し

い
の
で
は
、
御
都
合
は
い
か
が
で
す
か
、

と
の
気
づ
か
い
の
箇
所
。
京
都
博
覧
会

は
、
明
治
二
八
年
四
月
一
日
か
ら
開
催

さ
れ
た
。

12
　
五
十
嵐
修
治
。
齋
藤
親
良
、
竹
の

子
で
、
樗
牛
の
実
母
芳
、
資
順
（
注

5
）
の
弟
。
修
治
は
五
十
嵐
家
を
継
ぎ
、

樗
牛
に
と
っ
て
は
叔
父
に
あ
た
る
。
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15
　「
三
月
念
一
日
」
か
ら
「
膝
下
」

ま
で
、『
全
集
』
に
な
し
。

御
見
送
申
上
候
至
て
御
壮
健

ニ
御
坐
候
右
要
用
の
み

　
　
　
　
　
申
上
候
乱
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
御
免
被
下
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　 

恭
〻
不
一

　
三₁₅
月
念
一
日
　
　
林
次
郎
　
拝
具

親
信

　
　
膝
下
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9

　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
消
印
の
「
廿
八
年
四
月
六
日
」
に

拠
っ
た
。な
お
、養
父
久
平
宛
葉
書（『
全

集
』
）
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
、
日

付
を
「
明
治
二
十
八
年
四
月
六
日
」
と

す
る
。

　
養
父
宛
書
簡
に
は
、「
房
州
天
津
町

よ
り
／
国
元
の
養
父
へ
」
と
し
て
、「
今

月
二
日
よ
り
春
季
休
業
を
幸
ひ
総
房
地

方
を
あ
る
き
申
候
、
今
日
只
今
当
地
を

大
丈
夫
で
通
行
仕
候
間
、
一
寸
御
し
ら

せ
申
上
候
。」
と
あ
る
。

2
　
注
1
の
引
用
に
よ
り
、本
葉
書「
今

月
初
よ
り
」
は
、「
今
月
二
日
よ
り
」

で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

﹇
宛
名
﹈ 

羽
前
國
靏
岡

 
 

髙
畑
町
乙
二

 
 

齋
藤
親
信
樣

﹇
差
出
﹈ 

房
州

 
 

天
津
途
上

 
 

髙
山
林
次
郎

﹇
消
印
﹈ 

安
房
／
天
津
／
廿
八
年
四
月
／
六
日
／
□
□

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
□
□
□
四
月
／
十
一
日
／
イ
便

﹇
付
記
﹈ 

四
月
十
一
日
着

 
 

㐧
八
号
　
廿
八
年

今2
月
初
よ
り
房
総
地

方
ニ
行
脚
ニ
罷
出

今
日
只
今
房
州
天
津

町
と
申
す
處
を
丈
夫
で

　
　
通
行
致
し
候

11
　
明1
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
四
月
六
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
靏
岡
髙
畑
町

 
 

乙
二

 
 

齊
藤
親
信
樣

﹇
消
印
﹈  

武
藏
／
東
京
本
郷
／
廿
八
年
十
月
／
三
日
／
リ
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
廿
八
年
十
月
／
五
日
／
ヘ
便

﹇
付
記
﹈ 

廿
八
年
十
月
三
日
發

﹇
付
記
﹈ 

㐧
十
五
号

乍
略
儀
以
端
書
申
上
候
御2
姉
上
様
御
快

方
之
由
㐂
は
し
き
限
ニ
御
坐
候
當
地
上3
野

璋
君
ニ
面
会
種
〻
御
談
御

申
候
何
れ

其
内
可
申
候
小4
菊
御
姉
上
様
北
海
道
ニ
御
出
發

被
成
候
由
承
知
仕
候
信5
策
之
躰
育
ハ
精
〻

御
嚴
督
専
一
ニ
奉
存
候

下
秋
冷
折
⻆
御
自
愛

専
一
ニ
奉
存
候
　
　
本6
郷
森
川
町
一
新
坂
帝
國
文
学
會

　
　
十
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
林
次
郎

12
　
明1
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
一
〇
月
三
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

書
簡
53─
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10

　『
全
集
』
既
収
録
。
表
書
を
削
除
し
、

「
東
京
よ
り
／
国
元
の
実
父
へ
」
と
付

記
す
る
。

1
　
後
付
け
の
「
十
月
三
日
」
と
、
年

は
消
印
の
「
廿
八
年
」
に
拠
っ
た
。

2
　
御
姉
上
様
は
清
水
も
と
子
。
二
八

年
四
月
九
日
親
信
宛
書
状
に
は
、「
御

姉
上
様
の
御
病
状
」「
不
容
易
の
御
模
様
」

と
あ
る
。
二
九
年
二
月
二
一
日
実
父
宛

書
簡
に
、「
不
吉
の
電
音
唯
今
被
見
」

と
あ
り
、
死
亡
を
知
っ
た
も
よ
う
で
あ

る
。

3
　「
上
野
璋
君
ニ
面
会
」「
何
れ
其
内

可
申
候
」
と
あ
る
。『
高
山
樗
牛
資
料

目
録
』
に
実
父
宛
の
樗
牛
書
簡
要
約
が

あ
り
、「
上
野
璋
君
に
見
込
み
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
一
定
の
見
込
み
が
な
い
も

の
の
よ
う
に
、
気
長
に
養
生
す
る
し
か

な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。」
と
あ
る
。

こ
れ
が
該
当
す
る
か
。

4
　
小
菊
は
、
齋
藤
親
廣
の
妻
。

5
　
信
策
は
、
樗
牛
の
実
弟
。
明
治
一

一
年
四
月
一
四
日
誕
生
、
四
二
年
八
月

六
日
に
没
し
た
。
樗
牛
を
尊
敬
し
、
仙

台
の
第
二
高
等
学
校
か
ら
東
京
帝
国
大

学
に
進
学
し
た
。
評
論
家
、
筆
名
「
齋

藤
野
の
人
」
で
あ
る
。

6
　「
本
郷
森
川
町
」
以
下
「
高
山
林

次
郎
」
ま
で
、『
全
集
』
で
は
削
除
。

樗
牛
の
差
出
地
が
「
帝
国
文
学
会
」
の

住
所
に
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
同

年
九
月
一
八
日
養
父
宛
葉
書
（『
全
集
』）

に
、「
陳
者
腸
チ
フ
ス
病
蔓
延
之
恐
有

之
候
為
、
今
日
よ
り
向
二
週
間
閉
舎
相

成
候
に
付
、
其
間
左
記
之
所
に
転
居
仕

候
。」
と
あ
る
。

葉
書
表

葉
書
裏
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11

　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
消
印
に
拠
っ
た
。

2
　「
先
日
申
上
候
」
の
行
と
、「
御
送

金
」
の
行
は
、
行
間
に
記
さ
れ
た
も
の
。

結
語
「
早
〻
」
の
次
に
読
ま
れ
る
行
で

あ
る
。

3
　「
御
送
金
」
の
「
送
」
と
「
金
」
の

右
脇
に
、
朱
で
輪
違
い
の
よ
う
に
「
◯
」

を
重
ね
て
押
し
て
あ
る
。

﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
靏
岡

 
 

髙
畑
町
乙
二

 
 

齊
藤
親
信
樣

﹇
差
出
﹈ 

髙
山
林
次
郎

 
 

夲
郷
菊
坂
町
八
十
四
番
地

 
 

梶
き
く
方

﹇
消
印
﹈ 

武
藏
／
東
京
本
郷
／
廿
八
年
十
月
／
十
七
日
／
ヲ
便

 
 

羽
前
／
靏
岡
／
廿
八
年
十
月
／
二
十
日
／
イ
便

﹇
付
記
﹈ 

㐧
十
七
号
　
廿
八
年
十
月
十
七
日
付

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
廿
日
着

　
先2
日
申
上
候
も
の
明
日
に
も
御
送
申
上
候
間

拜
啓
仕
候
秋
冷
相
加
候

如
何

　
御3
送
金
之
程
希
望
奉
候

御
暮
被
遊
候
哉
私
事
無
変
勉
学
罷
在

候
間
乍
惮
御
安
神
被
成
下
度
候
此
度

表

之

ニ
下
宿
仕
候
間
以
來
御
手
紙
等
ハ

右
ニ
宛
御
差
出
被
下
度
候
太
田
様
ニ
は
梅
干

た
し
か
に
御
届
申
上
候
同
家
ニ
は
何
も
御
変
無
之
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
〻

◯◯
◯◯

13
　
明1
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
一
〇
月
一
七
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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12

　『
全
集
』
既
収
録
。
葉
書
表
の
記
述

削
除
。「
帝
国
大
学
附
属
病
院
よ
り
／

国
元
の
実
父
へ
」
と
付
記
。

1
　
葉
書
裏
下
部
空
欄
の
「
十
二
月
八

日
」
と
、
消
印
の
「
廿
八
年
」
に
拠
っ

た
。

2
　
第
一
医
院
は
、
東
京
大
学
医
学
部

附
属
病
院
の
旧
称
。
室
番
号
は
「
三
」

か
「
五
」
か
。

3
　『
全
集
』
は
「
学
校
の
方
は
」。

4
　「
私
病
氣
に
就
き
」
と
あ
る
が
、

明
治
二
八
年
一
一
月
一
九
日
、
太
田
資

順
の
妻
元
恵
に
宛
て
た
書
状
（『
全
集
』）

に
拠
る
と
「
去
十
日
ご
ろ
よ
り
風
邪
の

気
味
」、「
学
校
も
や
す
み
が
ち
」
で
あ

っ
た
が
、「
十
六
日
は
文
科
大
学
生
一

同
の
遠
足
会
」、「
委
員
の
役
に
て
」
同

行
し
た
。
し
か
し
無
理
が
た
た
り
「
今

日
は
」「
学
校
の
医
に
見
て
も
ら
ひ
に

ま
ゐ
り
候
」「
多
分
持
病
の
気
管
支
カ

タ
ル
な
ら
ん
と
存
候
」
と
あ
る
よ
う
に

快
復
が
遅
れ
、
一
一
月
二
七
日
の
実
父

宛
葉
書
（『
全
集
』
）
に
、「
入
院
致
候
」

と
告
げ
、「
遅
く
と
も
来
月
五
日
ご
ろ

ま
で
に
は
全
治
の
つ
も
り
」
と
記
し
て

い
る
。

5
　「
伊
豆
興
津
地
方
ニ
轉
地
療
養
」

し
た
い
と
あ
る
が
、
次
に
掲
げ
る
本
学

所
蔵
葉
書
に
よ
る
と
、
退
院
後
向
か
っ

た
の
は
、
熱
海
で
あ
る
。

6
　「
十
二
月
八
日
」
は
、
葉
書
下
の

空
白
部
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
全
集
』

は
こ
の
日
付
を
削
除
。

﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
靏
岡

 
 

高
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齊
藤
親
信

﹇
差
出
﹈ 

髙
山
林
次
郎

 
 

本
郷
帝
國
大
学
㐧2
一
医
院

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
内
科
第
三
号

﹇
消
印
﹈ 

（
不
明
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
廿
八
年
十
二
月
／
十
一
日
／
ロ
便

﹇
付
記
﹈ 

廿
八
年
十
二
月
八
日
發

﹇
付
記
﹈ 

㐧
廿
一
号
　
廿
八
年
十
二
月
八
日
發

 
 

（
印
字
不
明
）

　
学3
校
の
方
も
少
し
も
不
都
合
無
之
候
ニ
付
御
心

有
之
間
敷
候

拜
啓
私4
病
氣
ニ
就
き
い
ろ
〳
〵
御
心

御
懸

申
誠
ニ
不
注
意
よ
り
起
候
事
萬
〻
御
申
訳
無 

日

　

之
候
入
院
後
ハ
追
〻
快
方
ニ
相
成
今
後 

八

　

遅
く
と
も
一
週
日
後
ニ
ハ
退
院
相
叶
可
申
㫖 

月

　

醫
師
申
聞
候
間
乍
惮
御
安
神
被
成
下
度
候 

二

　

退
院
後
ハ
伊5
豆
興
津
地
方
ニ
轉
地
療
養 

十6

仕
度
候
先
は
右
御
し
ら
せ
迠
御
姉
上
様
御
變
無
之
候
や

14
　
明1
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
一
二
月
八
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏



─ 84 ─

書
簡
53─

4 ─

13

　
増
補
縮
刷
『
樗
牛
全
集
』
第
六
巻
（
前

掲
）
と
、『
全
集
』
に
収
録
。
双
方
と

も
葉
書
表
の
記
載
は
削
除
。「
伊
豆
熱

海
よ
り
／
国
元
の
実
父
へ
」
と
あ
る
。

1
　
葉
書
に
は
後
付
け
の
日
付
が
な
く
、

差
出
時
の
消
印
は
、「
十
二
月
」
の
み

が
明
ら
か
で
あ
る
。た
だ
、文
中
に
、「
昨

十
八
日
」
と
あ
る
か
ら
、
日
付
は
一
九

日
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
年
は
、
消
印

の
末
尾
が
八
の
年
。「
轉
地
療
養
」
の

内
容
か
ら
し
て
、
二
八
年
一
二
月
一
九

日
の
消
息
と
見
て
よ
い
か
。『
全
集
』
も
、

同
日
の
日
付
。

2
　
差
出
人
住
所
に
は
、「
小
林
や
」

と
あ
る
が
、『
全
集
』
註
は
、「
宿
は
「
ふ

る
や
」」
と
し
た
。『
明
治
文
学
全
集
』

40（
前
掲
）「
年
譜
」も
、「
十
八
日
に「
ふ

る
や
」
に
」
と
し
『
高
山
樗
牛
資
料
目

録
』
か
ら
は
樗
牛
が
「
小
林
屋
」
か
ら

出
し
た
葉
書
・
封
筒
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
滞
在
先
は
「
ふ
る

や
」
で
は
な
く
、「
小
林
屋
」
で
あ
っ

た
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

3
　「
轉
地
」
の
日
を
、
明
治
二
八
年

一
二
月
一
八
日
と
記
し
て
い
る
。
滞
在

先
は
、
こ
の
葉
書
に
は
「
小
林
や
」
と

あ
る
。

4
　
姉
崎
正
治
（
嘲
風
）。
明
治
六
年

七
月
二
五
日
、
京
都
生
ま
れ
。
第
三
高

等
中
学
校
を
経
て
、
二
六
年
、
帝
国
大

学
文
科
大
学
哲
学
科
に
入
学
。
寮
で
は

高
山
樗
牛
と
同
室
で
あ
り
、
終
生
の
友

と
な
っ
た
。
樗
牛
は
「
わ
が
そ
で
の
記
」

（「
反
省
雑
誌
」
明
治
三
〇
・
八
・
一
　
夏

期
附
録
）
に
、
見
舞
っ
て
く
れ
た
姉
崎

を
描
い
て
い
る
。

5
　『
全
集
』
は
「
尋
ね
く
れ
」。

﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
靏
岡

 
 

髙
畑
町
乙
二
番
地

 
 

　
　
　
　
▪
（
朱
角
印
）

 
 

齊
藤
親
信
様

﹇
差
出
﹈ 

豆
州

海
小2
林
や

 
 

高
山
林
次
郎

﹇
消
印
﹈ 

（
不
明
）　
　
　
□
年
十
二
月
／
□
□
日
／

 
 

羽
前
／
靏
岡
／
□
八
年
十
二
月
／
二
十
三
日
／
□
便

﹇
付
記
﹈ 

第
廿
二
号
　
　
廿
八
年
十
二
月
十
九
日
出
　

 
 

　
　
　
　
　
　
同
年
十
二
月
廿
三
日
着

先
日
申
上
候
通
昨3
十
八
日
い
よ
〳
〵
當
地
ニ 

▪（
朱
角
印
）

轉
地
療
養
仕
候
氣
候
溫

和
景
色
清
良
旅

善
美
ま
こ
と

ニ
申

無
御
坐
様
ニ
御
坐
候
只
寂
し
き

の
み
ニ
御
坐
候
幸
ニ
学
友
姊4
崎
君
近
日
當

地
ニ
御
出
あ
り
楽
居
候
同
君
は
入
院
中
も
朝
夕

尋5
く
れ
ま
こ
と
に
親
切
な
る
人
ニ
御
坐
候
早
〻 

正 月 末 ま で 滯 在 仕 候

15
　
明1
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
一
二
月
一
九
日
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樗
牛
の
退
院
が
遅
れ
た
の
に
は
、
事
情
が
あ
っ
た
。『
全
集
』
収
録
書
簡
に
拠
る
と
、
明
治
二
八
年
一
二
月
一
二
日
、
樗
牛
は
叔

父
太
田
（
資
順
）
に
二
度
葉
書
を
出
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
ベ
ル
ツ
先
生
」
の
診
察
を
受
け
、「
イ
マ
ス
コ
シ
在
院
可
然
」
と
言

わ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
酒
井
シ
ヅ
「
エ
ル
ウ
ィ
ン
・
ベ
ル
ツ
の
こ
と
」（
岩
波
文
庫
『
ベ
ル
ツ
の
日
記
（
上
）
』
一
九
七
九
・
二
・
一
六
）
に
拠
る
と
、
エ
ル
ウ

ィ
ン
・
ベ
ル
ツ
は
一
八
四
九
年
一
月
一
三
日
、
南
ド
イ
ツ
に
生
ま
れ
、「
日
本
政
府
か
ら
」
の
「
招
聘
」
に
よ
っ
て
、
明
治
九
（
一

八
七
六
）
年
東
京
医
学
校
に
着
任
。
同
校
は
翌
一
〇
年
改
称
し
て
東
京
大
学
医
学
部
と
な
る
が
、
樗
牛
が
診
察
を
受
け
た
の
は
、
こ

の
ベ
ル
ツ
で
あ
る
。

　
明
治
二
八
年
一
二
月
一
三
日
、
実
父
宛
の
書
状
（『
全
集
』
）
に
は
、

医
師
の
診
断
に
よ
れ
ば
、
左
肺
尖
に
少
々
異
状
有
之
候
に
付
、
此
際
無
理
す
る
は
よ
ろ
し
か
ら
ず
、
東
京
は
空
気
寒
冷
に
付
、

房
州
、
豆
州
辺
の
温
暖
な
る
地
方
に
、
正
月
一
杯
も
転
地
旅
行
可
然
旨
申
聞
候
。
肺
尖
と
云
へ
ば
、
た
と
ひ
軽
少
な
が
ら
も
、

ゆ
る
か
せ
に
不
相
成
処
に
て
候
故
、
少
々
の
不
便
不
都
合
は
不
得
已
、
一
切
抛
棄
し
て
、
全
く
医
師
の
命
令
を
遵
奉
仕
候
決
心

に
有
之
候
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
書
状
に
は
「
退
院
は
両
三
日
」
と
あ
る
が
、
本
葉
書
に
拠
れ
ば
、
一
八
日
に
熱
海
に
到
着
し
て
い
る
。

滞
在
は
二
九
年
正
月
後
も
続
き
、
二
月
一
八
日
実
父
宛
書
簡
（『
全
集
』
）
に
は
、
同
月
「
十
四
日
熱
海
出
発
、
十
五
日
着
京
、
十
六

日
直
に
大
学
病
院
に
赴
き
」
診
察
を
請
う
と
、「
肺
尖
は
依
然
と
し
て
わ
る
し
」
と
あ
る
。
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14

　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
後
付
け
の
日
付
は
、「
四
月
二
十

二
日
」。
年
に
つ
い
て
は
、
消
印
二
つ

と
も
、
明
確
で
な
い
。『
高
山
樗
牛
資

料
目
録
』
で
は
、
樗
牛
住
所
が
「
彌
生

町
」
と
明
記
さ
れ
た
書
状
、
葉
書
、
封

筒
は
、
明
治
二
九
年
の
も
の
で
あ
り
、

付
記
「
廿
九
年
」
と
合
致
す
る
。

2
　『
高
山
樗
牛
資
料
目
録
』
は
、
明

治
二
九
年
三
月
二
九
日
養
父
宛
葉
書
が
、

「
佐
保
ミ
キ
方
」
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

と
す
る
。

3
　『
高
山
樗
牛
資
料
目
録
』
に
は
、

「
樗
牛
か
ら
の
書
状
を
親
信
が
筆
写
」

し
た
と
す
る
書
簡
一
通
が
含
ま
れ
て
い

る
。「
作
成
年
代
」
は
、「
明
治
29
年
4

月
22
日
」
で
本
書
簡
と
同
日
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
本
書
簡
で
樗
牛
い
う
と
こ
ろ

の
「
先
刻
差
上
候
手
紙
」
に
該
当
す
る

と
推
測
さ
れ
る
。
右
資
料
目
録
は
書
状

の
要
旨
を
左
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

・ 

先
日
お
願
い
し
た
金
3
円
、
何
卒
28
日

ま
で
お
届
け
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
す

る
。

・ 

9
月
か
ら
は
少
し
ま
と
ま
っ
た
収
入
も
あ

る
の
で
、
そ
れ
ま
で
お
願
い
す
る
。
と
く

に
、
7
月
ま
で
は
卒
業
間
際
で
あ
り
、
要

用
も
一
方
な
ら
ず
困
却
し
て
い
る
。
新
士

町
で
も
困
っ
て
い
る
ら
し
く
、
今
月
だ
け

は
5
円
も
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
。

・ 

北
海
道
の
兄
上
か
ら
2
、
3
日
前
に
手

紙
が
あ
り
、
金
子
が
要
る
の
で
あ
れ
ば

送
る
と
申
し
越
し
て
い
た
だ
い
た
が
、

兄
上
は
一
家
の
主
人
で
あ
る
た
め
、
此

方
よ
り
は
決
し
て
無
心
は
し
な
い
つ
も

り
で
あ
る
。
何
事
も
9
月
ま
で
は
不
自

由
で
あ
る
。

﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
靏
岡
町

 
 

髙
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齊
藤
親
信
樣

﹇
差
出
﹈ 

髙
山
林
次
郎

 
 

東
京
本
郷
彌
生
町
三
番
地

 
 

佐2
保
方

﹇
消
印
﹈ 

武
藏
／
東
京
夲
郷
／
廿
九
年
四
月
／
二
十
二
日
／
ヲ
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
□
□
年
四
月
／
□
十
四
日
／
□
便

﹇
付
記
﹈ 

第
拾
九
号
　
廿
九
年
四
月
廿
二
日
出

 
 

　
　
　
　
　
　
同
年
四
月
廿
四
日
着

先3
刻
差
上
候
手
紙
の
中
に
御
書
御
送
の
節
ハ

彌
生
町
宛
ニ
と
申
上
候
得
共
月
末
に
は
保
養

旅
行
可
仕
哉
も
不
被
計
候
ニ
付
「
築
地
三
丁
目
十
五

番
地
太
田
資
順
方
、
髙
山
林
次
郎
」
宛
に
御
差
出

置
被
下
度
奉
願
候
色
〻
面
倒
を
か
け
不
相
濟
候

滊
車
の
切
符
流
通
相
成
候
ニ
付
仙
臺
辺
マ
デ

參
候
哉
も
し
れ
ず
候
其
節
御
直
ニ
も
面
会
す
べ
し

　
　
四
月
二
十
二
日

16
　
明1
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
四
月
二
二
日
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5

　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
後
付
け
に
、「
十
月
七
日
」
と
あ
る
。

年
は
、
仙
台
の
消
印
は
不
明
瞭
だ
が
、

鶴
岡
消
印
に
「
廿
九
年
」
と
あ
り
、
そ

れ
に
拠
っ
た
。

2
　
明
治
三
〇
年
二
月
七
日
実
父
宛
書

簡
（『
全
集
』
）
に
樗
牛
が
直
子
の
分
娩

に
つ
い
て
案
ず
る
箇
所
が
あ
る
。「
お

直
留
京
」
は
懐
妊
の
た
め
か
。

﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
靏
岡

 
 

高
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齋
藤
親
信

﹇
切
手
﹈ 

弐
錢

﹇
消
印
﹈ 

陸
前
／
仙
臺
／
廿
□
年
十
月
／
七
日
／
ト
便

 
 

羽
前
／
靏
岡
／
廿
九
年
十
月
／
九
日
／
ロ
便

﹇
付
記
﹈  （
お
直
東
京
ヘ
參
ル
事
ニ
控
給
旾
ト
ナ
ル
㫖

岡
田
ゟ
申
来
ル
ご
承
知
ナ
ル
ヤ

﹇
差
出
﹈ 

仙
臺
㐧
二
髙
等
學
校

 
 

髙
山
林
次
郎
拝

﹇
日
付
﹈ 

十
月
七
日

﹇
付
記
﹈ 

㐧
卅
九
号

﹇
付
記
﹈ 

廿
九
年

 
 

（
十
月
七
日
）
付

 
 

同
　
九
日
着

﹇
付
記
﹈ 

廿
九
年
十
月
七
日
付

 
 

　
　
　
　
　
　
　
仙
台
よ
り

今
日
御
書
拝
見
仕
候
益
御
機
嫌
能

御
坐
被
遊
奉
賀
候
私
事
無
事

御
安
心
被
成
下
度
候
一
昨
日
岡
田

よ
り
お2
直
留
京
之
事
ニ
摸
様
か
へ

相
成
候
赴
申
越
候
既
ニ
御
承

17
　
明1
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
一
〇
月
七
日
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裏

巻
紙
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3
　
家
を
借
り
、
女
中
を
お
く
件
、
白

紙
と
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
そ
れ
を

実
行
し
、
満
足
を
得
た
と
い
う
逸
話
が

あ
る
。『
文
豪
高
山
樗
牛
』（
前
掲
）
に
、

「
樗
牛
は
、
臍
の
緒
切
つ
て
始
め
て
一

家
を
持
つ
た
、
と
大
得
意
で
あ
つ
た
。」

と
あ
る
。
し
か
し
、
家
族
は
、
女
中
と

ポ
イ
ン
タ
ー
種
の
仔
犬
一
匹
。
一
時
期

は
樗
牛
と
同
僚
の
不
破
信
一
郎
も
同
居

し
て
い
た
と
い
う
。

　
右
、
同
居
の
件
は
明
治
二
九
年
一
一

月
二
日
養
父
宛
書
簡
（『
全
集
』
）
に

記
さ
れ
て
い
る
。

知
之
御
事
と
奉
存
候
か
く
す
れ
ば

双
方
ニ
都
合
と
存
候

私
健
康
は
何
之
支
障
も

無
之
候
間
當
地
在
住
は
無
論

之
事
ニ
有
之
候
御
心

被
下
間
敷
候

十
日
頃
よ
り
家
持
候
旨
申
上
候
處

右
同
居
之
生
徒
は
品
行
不
良

之
も
の
ゝ
由
ニ
御
坐
候
へ
は
断
然
見
合

せ
申
候
尤
も
女
一
人
傭
可
申
と
申
上
候

は
御
推
察
様
の
も
の
ニ
は
無
論

無
之
唯
一
人
專
用
之
下
婢

ニ
有
之
候
ソ
レ
も
家
持
見
合
セ
相
成

候
へ
は
白3
紙
相
や
め
申
候
目
下
之
處

下
宿
之
外
無
之
候
養
生
品
行

等
ニ
関
し
て
は
决
し
て
御
心

被
下
間

敷
候

お
直
留
京
と
相
定
候
へ
は
信
策

來
仙
之
事
も
白
紙
立
消
と

存
候
當

下
宿
之

は
隨
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騒
敷
處
ニ
御
坐
候
下
宿
料
ハ

月
〻
八
円
ニ
御
坐
候
此
通
壱
食

之
外
ニ
牛
乳
三
合
雞
卵
七
個

昼
夕
ハ
西
洋
料
理
一
品
ツ
ヽ

取
よ
せ
充
分
滋
養
収
入
仕
候

御
安
心
被
成
下
度
候

右
近
状
申
上
度
候

　
　
　
　
　
早
〻

　
　
　
　
　
　
不
一

（
廿
九
年
）

　
　
十
月
七
日
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
次
郎
拝

　
　
親
信
樣

　
　
　
　
　
膝
下
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【
補
注
6
】

　
樗
牛
は
、
病
を
得
、
療
養
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
が
、
明
治
二
九
年
七
月
一
〇
日
、
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
。
転
地
や
旅
行
を
心

懸
け
、
健
康
回
復
に
つ
と
め
て
い
た
中
で
一
つ
の
決
断
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
仙
台
の
第
二
高
等
学
校
教
授
就
任
で
あ
る
。

　
辞
令
は
九
月
九
日
に
出
さ
れ
、
書
き
写
し
た
も
の
が
、『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
仙
台
二
高
（
旧
称
、
第
二
高
等
中
学
校
）

は
樗
牛
の
出
身
校
で
あ
っ
た
が
、
一
高
を
落
第
し
た
樗
牛
に
と
っ
て
、
二
高
に
は
心
満
た
さ
れ
ず
、
校
長
や
教
師
学
生
に
、
辛
辣
な

言
を
残
し
て
い
る
か
ら
、
教
授
と
な
っ
て
帰
っ
た
二
高
も
、
樗
牛
の
心
を
充
足
さ
せ
る
所
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
明
治
二
九
年
九
月
二
三
日
の
兄
親
廣
に
宛
て
た
書
簡
（『
全
集
』
）
は
、
当
時
の
樗
牛
の
心
底
を
語
っ
て
い
る
。

私
事
も
其
後
異
状
無
之
、
追
々
健
康
回
復
之
運
に
到
可
申
候
間
、
幸
に
御
安
心
被
成
下
度
候
。
此
度
は
偶
然
之
こ
と
よ
り
当
仙

台
に
参
候
事
に
相
成
、
昨
今
は
無
余
儀
村
夫
子
と
な
り
す
ま
し
申
候
。
是
れ
雄
心
之
沮
喪
し
た
る
に
は
無
之
、
保
養
か
た
〳
〵

の
暫
時
之
雌
伏
と
御
諒
察
被
下
度
候
。
在
京
之
友
人
中
に
は
、
地
方
行
を
切
に
と
ゞ
め
く
れ
候
も
の
も
有
之
候
得
共
、
事
定
候

後
に
候
へ
ば
、
何
と
も
い
た
し
方
無
之
、
遂
に
今
日
の
仕
ぎ
と
相
成
り
、
自
分
な
が
ら
余
り
感
心
仕
ら
ず
候
。
唯
小
弟
刻
下
の

大
事
は
、
健
康
を
回
復
す
る
に
あ
れ
ば
、
志
ば
ら
く
閑
地
に
つ
き
て
保
養
可
然
と
、
是
も
一
原
因
に
有
之
候
。
何
れ
健
康
十
分

回
復
之
後
は
、
無
論
大
学
教
授
を
目
懸
け
て
再
挙
す
べ
き
決
心
に
有
之
候
。

　
健
康
の
回
復
が
第
一
、
今
は
雌
伏
期
と
し
て
、
大
学
教
授
を
め
ざ
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
目
標
は
、
大
学
教
授
。
樗
牛
の
願
い
と

し
て
銘
記
さ
れ
て
よ
い
。



─ 91 ─

書
簡
53─

4 ─

15

　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
仙
台
の
消
印
に
拠
っ
た
。

﹇
宛
先
﹈ 

羽
前
靏
岡

 
 

高
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齊
藤
親
信

﹇
日
付
﹈ 

十
月
卅
日

﹇
消
印
﹈ 

陸
前
／
仙
䑓
／
廿
九
年
十
月
／
三
十
日
／
ト
便

 
 

羽
前
／
靏
岡
／
廿
九
年
十
一
月
／
二
日
／
□
□

﹇
付
記
﹈ 

㐧
四
十
三
号

﹇
付
記
﹈ 

廿
九
年

 
 

（
十
月
卅
日
の
下
に
）
發

 
 

同
十
一
月
二
日
着

拝
啓
番
地
ニ
少
〻
誤
謬
有
之

改
め
て左尼

之
通
ニ
御
坐
候
間
左
様

御
承
知
被
成
下
度
候
要
事
耳

　
　
　
　
　
　
　
　
早
〻
不
一

　
　
仙
臺
市
立
町
通
六
番
地

8

8

8

8

8

8

　
　
　
　
　
髙
山
林
次
郎

18
　
明1
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
一
〇
月
三
〇
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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16

　『
全
集
』
既
収
録
。
葉
書
表
の
記
載

は
削
除
。「
仙
台
よ
り
／
国
元
の
実
父

へ
」
と
す
る
。

1
　
後
付
け
の
「
十
二
月
六
日
」
と
、

消
印
「
廿
九
年
」
に
拠
っ
た
。「
十
二

月
六
日
」
を
、『
全
集
』
は
削
除
。

﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
靏
岡

 
 

髙
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齋
藤
親
信
樣

﹇
差
出
﹈ 

仙
䑓
市
立
町
通

 
 

六
番
地

 
 

髙
山
林
次
郎
拝

﹇
消
印
﹈ 

陸
前
／
仙
台
／
□
□
年
十
二
月
／
六
日
／
ハ
□

 
 

羽
前
／
□
□
／
廿
九
年
十
二
月
／
□
□
／
イ
便

﹇
付
記
﹈ 

㐧
四
十
六
号
廿
九
年
十
二
月
六
日
付

 
 

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
八
日
着

﹇
付
記
﹈ 

（
廿
九
年
十
二
月
六
日
發
）

先
日
ハ
御
手
紙
度
〻
被
下
難
有
奉
存
候

風
邪
も
全
快
仕
候
間
御
安
心
被
成
下
度
候

狐
皮
之
御
禮
は
未
た
不
致
候
や
ニ
覚
大
ニ

失
礼
仕
候
右
ハ
毎
夜
襟
に
ま
と
ひ
非
常
ニ

暖
氣
ニ
御
坐
候
昨
日
降
雪
今
年
初
ニ

御
坐
候
此
暮
は
一
寸
上
京
仕
候
先
ハ

一
寸
申
上
候
早
〻
不
一
　
十
二
月
六
日

19
　
明1
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
一
二
月
六
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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1

　『
全
集
』
既
収
録
。
封
筒
表
裏
の
記

載
は
削
除
。「
仙
台
よ
り
／
国
元
の
実

父
へ
」
と
す
る
。

1
　
書
簡
後
付
け
の
、「
明
治
廿
九
年

十
二
月
廿
二
日
」
に
拠
っ
た
。

﹇
宛
先
﹈ 

山
形
縣
靏
岡

 
 

髙
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齋

親
信
樣
　
▪
（
朱
角
印
）

 
 

　
　
　
　
　
親
披

﹇
切
手
﹈ 

弐
錢

﹇
消
印
﹈ 

陸
前
／
仙
臺
／
廿
九
年
十
二
月
／
二
十
三
日
／
ホ
便

 
 

（
印
薄
、
不
明
）

﹇
付
記
﹈  （
急
テ
ノ
卅

御

候

ハ
其
儀
不
及
ト
ノ

事
云
〻
）

 
 

 

又
出
京
云
〻
の
事
あ
り

﹇
差
出
﹈ 

仙
臺
市

 
 

立
町
通
六
番
地
　
▪
（
朱
角
印
）

 
 

髙
山
林
次
郎
拝

﹇
日
付
﹈ 

十
二
月
廿
二
日

﹇
付
記
﹈ 

㐧
四
九
号

﹇
付
記
﹈ 

廿
九
年

 
 

（
十
二
月
廿
二
日
）
付

 
 

　
同
　
廿
六
日
　
着

　
▪
（
朱
角
印
）

一
昨
廿
（
一
字
抹
消
）
日
之
御
書
拝
誦
仕
候

歳
末
寒
氣
相
加
候
處
益

御
清
栄
奉
賀
候
私
事
無

変
罷
在
候
間
乍
惮
御
安
心

被
成
下
度
候
上
京
之
事
ニ
就
　
▪
（
朱
角
印
）

20
　
明1
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
一
二
月
二
二
日

 

封
筒
　
巻
紙
　
墨
書
　
　
　
　
　

封
筒
表

封
筒
裏

巻
紙
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2
　
犬
塚
盛
巍
（
い
ぬ
づ
か
も
り
た
か
）。

明
治
二
九
年
一
二
月
一
日
没
。
庄
内
藩

士
、
仙
台
控
訴
院
検
事
長
。

色
〻
御
戒
被
下
候
得
共
道
中

ハ
勿
論
在
京
中
も
飯
食

萬
事
注
意
可
仕
候
間
何
卒

（
汚
れ
）
御
心

被
下
間
敷
候
醫
師
も

差
支
有
之
間
敷
㫖
申
居
候

道
中
ハ
中
途
ニ
一
泊
可
仕
候
家
ニ
ハ

炬
燵
相
設
日
〻
あ
た
り
居
候
間
是
亦

御
安
神
被
成
下
度
候

上
野
興
哉
殿
不
幸
之
㫖

承
知
驚
入
候
尚
靏
岡
上
𡌛

幹

閨
も
同
断
為
ニ
北
海
道

よ
り
老
毋
御
歸
郷
之
㫖
實
に

御
氣
之
毒
ニ
存
候
當
地
ニ
於
て
も

犬2
塚
盛
巍

逝
去
一
昨
日

北
山
と
申
す

ニ
於
て
盛
大
な
る

神
葬
祭
有
之
（
一
字
抹
消
）
私
も
同
郷
之
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誼
に
て
会
葬
仕
候

か
ね
て
御
願
申
上
候
金
卅
円

は
ど
う
に
か
此
方
ニ
て
都
合

致
候
ま
ゝ
御
送
金
ニ
不
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▪
（
朱
角
印
）

此
段
難
有
御
禮
申
上
候
尚
東

京
ニ
御
用
に
て
も
有
之
候
は
ゝ
御
申

越
被
下
度
候
此
度
ハ
別
ニ

御
歳
暮
（
一
字
抹
消
）
之
印
も
致
兼
候

ま
ゝ
何
卒
不
悪
御
諒
察

被
下
度
候
北
海
道
兄
上
へ
も
何

か
し
る
し
も
と
存
候
得
共
つ
ま
ら
ぬ
も
の

も
如
何
と
存
し
此
度
丈
ハ
御
免

を
蒙
申
候

上
𡌛
幹
氏
毋
堂
ハ
今

夕
迠
御
尋
無
之
何
日
頃

當
地
御
経
過
ニ
や
不
明
な
ら
さ
れ
は
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3
　
親
平
は
齋
藤
親
信
の
第
九
子
。

4
　「
明
治
廿
九
年
」
か
ら
「
膝
下
」

ま
で
、『
全
集
』
は
削
除
。

大
泉
旅
店
ニ
御
尋
申
上
候
て
も

如
何
之
も
の
か
猶
明
日
に
て
も
右

旅
廛
ニ
御
尋
可
申
上
候

親3
平
へ
の
凧
繪
ハ
委
細

承
知
仕
候
東
京
よ
り
御
送

可
申
上
候
當
地
ニ
ハ
無
之
様
ニ
御
坐
候

右
御
返
事
旁
ヽ
申
上
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
恭
〻
不
一

明4
治
廿
九
年
十
二
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
於
仙
臺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
林
次
郎

親
信

　
▪
（
朱
角
印
）

　
　
　
膝
下
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　『
全
集
』
既
収
録
。
葉
書
表
の
記
載

は
削
除
。「
東
京
よ
り
／
国
元
の
実
父

へ
」
と
す
る
。

1
　
後
付
け
の
「
六
月
一
日
」
と
、
消

印
の
「
三
十
年
」
に
拠
っ
た
。

2
　「
本
日
岡
田
」の
行
と「
夫
ニ
相
成
」

の
行
は
、
文
末
に
置
か
れ
る
文
だ
が
、

端
の
空
き
や
、
次
の
行
間
を
利
用
し
て

書
き
入
れ
た
も
の
。

3
　『
全
集
』
は
「
相
」。

4
　「
宅
ハ
」
以
下
の
文
章
と
、「
方
」

書
き
の
な
い
住
所
か
ら
見
て
、
久
堅
町

の
住
ま
い
は
下
宿
で
は
な
く
、
借
家
住

ま
い
で
あ
っ
た
か
。

5
　
後
付
け
日
付
以
下
、「
百
八
番
地
」

ま
で
、『
全
集
』
は
削
除
。

﹇
宛
先
﹈ 

羽
前
靏
岡

 
 

高
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齊
藤
親
信
様

﹇
差
出
﹈ 

東
京

 
 

高
山
林
次
郎

﹇
消
印
﹈ 

武
藏
／
東
京
小
石
川
／
□
十
年
六
月
／
一
日
／
ヲ
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
三
十
年
六
月
／
三
日
／
ヘ
便

﹇
付
記
﹈ 

三
十
年
六
月
一
日
付
　
㐧
十
一
号

 
 

　
　
　
同
　
四
日
着

　
　
本2
日
岡
田
方
ニ
た
づ
ね
申
候

御
直
も
大
丈

來
六
日
御
出
發
御
上
京
之
㫖
拝3
承
仕
候
宅4
ハ

　
　
夫
ニ
相
成
候
様
子
ニ
テ
安
心
致
候

手
狭
な
か
ら
に
朝
夕
に
差
支
無
き

用
意
致
お
き
候
間
是
非
御
出
被
下
度
候

其
中
よ
き
と
こ
ろ
有
之
候
は
ゞ
移
轉
可

致
候
い
よ
〳
〵
御
着
之
節
ハ
日
時
確

定
之
と
こ
ろ
御
報
知
被
成
下
度
候
先
ハ

用
事
耳
早
〻
不
一
　
六5
（「
五
」
を
一
字
訂
正
）
月
一
日
夕

　
　
東
京
小
石
川
久
堅
町
百
八
番
地

21
　
明1
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
六
月
一
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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2

　『
全
集
』
既
収
録
。
封
筒
表
裏
の
記

載
は
削
除
。「
東
京
よ
り
／
国
元
の
実

父
へ
」
と
す
る
。

1
　
後
付
の
「
七
月
二
十
九
日
」
と
、

年
は
消
印
に
拠
っ
た
。

2
　「
信
策
」か
ら「
東
京
發
」ま
で
、『
全

集
』
は
削
除
。

3
　
消
印
も
、
封
筒
裏
の
日
付
も
、
書

簡
文
後
付
け
の
日
付
も
、「
卅
一
日
」

と
は
し
て
い
な
い
。『
全
集
』
に
は
、

こ
の
七
月
二
九
日
付
書
簡
の
次
に
、
同

じ
く
樗
牛
か
ら
実
父
に
宛
て
た
七
月
三

一
日
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
二
通

は
ど
ち
ら
も
信
策
の
受
験
に
関
す
る
内

容
で
あ
る
。
本
書
状
は
後
付
け
、
消
印

ど
お
り
、
七
月
二
九
日
の
書
状
で
あ
り
、

近
似
の
二
通
が
続
い
た
た
め
、
誤
っ
て

「
卅
一
日
」
と
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

4
　『
全
集
』
は
「
過
日
」。

﹇
宛
先
﹈ 

羽
前
靏
岡
高
畑
町

 
 

乙
二
番
地

 
 

齋

親
信
樣

 
 

　
　
　
　
親
展

﹇
切
手
﹈ 

弐
錢

﹇
消
印
﹈ 

武
蔵
／
東
京
駒
込
／
三
十
年
七
月
／
二
十
九
日
／
□
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
三
十
年
八
月
／
一
日
／
イ
便

﹇
付
記
﹈  （
信
策
受
験
ノ
勉
強
　
廣
瀬
潤
治
同
居
サ
セ
ク

 

レ
ト
ノ
事
ハ
手
狭
ニ
付
断
ル
）

﹇
差
出
﹈ 

東
京
夲
郷
西
片
町

 
 

十
番
地

 
 

高
山
林
次
郎

 
 

　
　
　
　
　
拜

﹇
日
付
﹈ 

七
月
二
十
九
日

﹇
付
記
﹈ 

㐧
拾
三
号

﹇
付
記
﹈ 

三
十
年

 
 

（
七
月
二
十
九
日
の
下
に
）
付
同
八
月
一
日
着

﹇
付
記
﹈ 

信2
策
受
験
　
潤
治
宿
泊
之
事
断
　
云
〻

﹇
付
記
﹈ 
卅3
年
七
月
卅
一
日
東
京
發

拝
啓
仕
候
暑
氣
相
加
候

益
御
壮

康
奉
存
候
扨
過4
中
御
滞
京
中
ハ

何
之
風
情
も
無
之
誠
ニ
申
わ
け
無
御
坐
候

御
道
中
之
御
障
ニ
ヤ
御
歸
後

候
當
リ

（
文
字
抹
消
）
被
遊
候
由
痛
心
此
事
ニ
御
坐
候
昨
今

22
　
明1
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
七
月
二
九
日
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紙
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既
に
御
平
瘉
と
承
り
聊
安
心
仕
候
兹
元

私
信
策
共
〻
大
丈
夫
ニ
有
之
候
間
御
放
心

被
成
下
度
候

信
策
ハ
如
素
志
㐧
二
高

學
校
特
別

試
験
相
受
度
决
（
一
字
抹
消
）
心
不
可
動
ニ
付
強
て
其
意

ニ
忤
ふ
は
不
可
と
存
し
其
事
ニ
致
し
お
き
候
間

御
承
知
置
被
下
度
候
試
験
ハ
九
月
一
日

よ
り
な
れ
は
八
月
末
迠
ハ
小
宅
ニ
於
テ
準
備

勉
強
之
事
ニ
為
致
居
候
帰
国
旅
費
云
〻

の
こ
と
は
随
て
無
用
ニ
付
御
差
ひ
か
へ
被
下
度
候

信
策
事
ニ
附
て
は
色
〻
餘
計
之
御
心

（
一
字
抹
消
）
相
懸
候
も
恐
入
候
へ
は
受
験
弐
円
及
び

仙
臺
迠
の
旅
費
御
送
被
下
候
は
ゝ
其
餘
ハ
如
何

ニ
も
い
た
し
候
間
左
様
御
含
被
下
度
候
私
へ

別
に
御
心
付
等
は
御
無
用
ニ
相
願
度
候

廣
瀬
潤
治
殿
事
昨
夜
同
人
親
よ
り
書

面
有
之
意
味
極
め
て
曖
昧
な
か
ら
小
宅
へ

同
居
さ
せ
て
く
れ
と
の
こ
と
ら
し
く
候
乍
併
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5
　「
七
月
二
十
九
日
」
か
ら
「
膝
下
」

ま
で
、『
全
集
』
は
削
除
。

當
　
ハ
手
狭
ニ
て
何
　
其
意
ニ
ま
か
せ
か
ね

候
条
右
ハ
小
生
方
よ
り
も
申
出
で
ぬ
積
ニ
御
坐
候

是
亦
御
承
（
一
字
抹
消
）
知
置
被
下
度
候

扨
今
年
ハ
到
底
帰
郷
致
か
ね
候
間
不
（
一
字
訂
正
）

御
承
知
被
下
度
候
尚
其
中
都
合
も
相
成

候
は
ゝ
と
存
居
候
間
ヒ
（
一
字
訂
正
）
ヨ
ツ
と
し
た
ら
一
寸
位
は

帰
省
相
成
候
半
も
不
知
候

右
取
交
雑
事
申
上
候
　
早
〻
不
一

　
　
七5
月
二
十
九
日
　
　
　
　
　
林
次
郎
拝

　
親
信
様

　
　
　
　
膝
下
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3

　『
全
集
』
既
収
録
。
封
筒
表
裏
の
記

載
は
削
除
。「
東
京
よ
り
／
国
元
の
実

父
へ
」
と
す
る
。

1
　
後
付
け
の
「
五
月
二
十
三
日
」
と
、

消
印
の
「
卅
二
年
」
に
拠
っ
た
。

3
　「
卅
二
年
」
か
ら
「
云
〻
」
ま
で
、

『
全
集
』
は
削
除
。

4
　「
新
士
町
」（
あ
た
ら
し
ま
ち
）
は
、

養
家
高
山
家
の
住
ま
い
の
あ
る
町
。「
新

士
町
」
で
高
山
家
（
あ
る
い
は
久
平
）

を
さ
し
て
い
る
。『
全
集
』
に
収
録
さ

れ
た
書
簡
は
「
新
士
町
」
と
翻
刻
さ
れ

て
い
る
が
、
本
学
所
蔵
の
自
筆
書
簡
は

「
士
」、「
之
」
あ
る
い
は
「
シ
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。『
日
本
歴
史
地
名
大

系
第
六
巻
　
山
形
県
の
地
名
』（
一
九

九
〇
・
二
・
二
六
　
平
凡
社
）
は「
新
シ
町
」

の
項
目
を
設
け
「
明
治
一
三
年
（
一
八

八
〇
）
新
シ
町
、
漆
畑
・
小
舞
台
が
合
併
、

新
士
町
と
改
称
」
と
す
る
。

2
　
明
治
三
二
年
四
月
一
日
、
郵
便
料

金
が
値
上
げ
と
な
り
、
書
状
は
四
匁
ご

と
に
三
銭
、
葉
書
は
一
枚
一
銭
五
厘
と

な
っ
た
。

﹇
宛
先
﹈　
羽
前
国
靏
岡
　
　
　
　
至
急

 
 

高
畑
町
乙
二
番
地
　
　
　
要
件

 
 

齋

親
信

﹇
切
手
﹈ 

參2
錢

﹇
消
印
﹈ 

東
京
駒
込
／
卅
二
年
五
月
／
二
十
三
日
／
ニ
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
卅
二
年
五
月
／
二
十
五
日
／
ヘ
便

﹇
差
出
﹈ 

東
京
本
郷
西
片
町

 
 

高
山
林
次
郎

﹇
日
付
﹈ 

五
月
二
十
三
日
午
前

﹇
付
記
﹈ 

（
家
屋
買
入
云
〻
手
付
金
渡
濟
ノ
件
）

﹇
付
記
﹈ 

㐧
八
号

 
 

三
十
二
年

 
 

同
　
廿
六
日
着

﹇
付
記
﹈
卅3
二
年
五
月
廿
三
日
東
京
發
　
家
屋
買
入
手
金

指
出
濟
云
〻

拝
啓
仕
候
新4
之
町
及
親
廣
殿
よ
り

大
略
既
ニ
御
聞
及
と
存
候
家
屋

購
入
之
一
條
に
就
き
至
急
御
高

を

煩
は
し
度
候

本
郷
追

町
ニ
至
極
適
當
旦

安
直
な
る
家
屋
あ
り
其
圖
面

　
　
　
　
　
　
　
　
概
略
ハ
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三
二
（
一
八
九
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五
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5
　
笹
川
臨
風
（
種
郎
）。
俳
人
・
歴

史
家
。
明
治
三
年
八
月
七
日
、
東
京
神

田
神
保
町
生
ま
れ
。
明
治
二
六
年
第
三

中
学
校
文
科
を
卒
業
。
姉
崎
嘲
風
と
同

級
で
あ
っ
た
。
同
年
、
帝
大
文
科
大
学

国
史
科
入
学
。
同
じ
学
年
に
高
山
樗
牛
、

姉
崎
嘲
風
が
い
た
。
三
一
年
か
ら
「
帝

国
文
学
」
編
集
に
加
わ
っ
た
。

既
ニ
新
之
町
へ
送
附
致
置
候

右
ハ
文
部
省
官
吏
小
野
某
の

有
ニ
テ
友
人
笹5
川

専
ら

周
旋
せ
ら
れ
候
（
一
字
抹
消
）
其
適
當
旦

安
直
と
思
惟
す
る
理
由左尼

の
如
ニ
御
坐
候

　
一
　
間
取
り
至
極
宜
敷
新

　
　
　
之
町
御
両
親
様
御
引
移

　
　
　
ニ
ハ
持
テ
コ
イ
な
る
こ
と

　
一
　
閑
静
ニ
て
割
合
ニ
坪
数
あ
り

　
　
　
即
ち
地
面
百
五
十
余
坪
あ
り
畒
も

　
　
　
少
〻
あ
り
御
父
上
様
御
運
動

　
　
　
ニ
都
合
よ
き
こ
と

　
一
　
價
格
ハ
格
外
ニ
安
直
な
り
と

　
　
　
の
公
評
あ
り
即
九
百
五
拾
円

　
　
　
な
る
こ
と
（
貸
家
な
ら
ば
二
十
円

　
　
　
に
て
借
手
い
く
ら
も
有
之
候
由
、
是

　
　
　
ハ
事
実
な
る
由
）
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8
　
元
良
勇
次
郎（
も
と
ら
ゆ
う
じ
ろ
う
）

杉
田
勇
次
郎
。
安
政
五
年
一
一
月
一
日

生
ま
れ
、
大
正
元
年
一
二
月
一
三
日
没
。

結
婚
し
て
、
元
良
と
な
る
。

　
一
　
庭
園
　
ハ
凡
て
形
を
成

　
　
し
旦
物
置
湯
殿
井
戸
等

　
　
至
極
都
合
よ
き
こ
と

　
一
　
如
是
家
ハ
再
ひ
見
る
こ
と
一
寸

　
　
困
難
な
る
べ
き
こ
と

右
家
ハ
少
〻
古
し
さ
れ
ど
も
住

居
ニ
（
一
字
抹
消
）
毫
も
差
支
な
き
の
み
な
ら
す

少
し
く
手
入
す
れ
ば
非
常
ニ
立

派
な
る
べ
し
と
被
存
候
地
代
ハ
月
四
円

つ
ゝ
地
主
と
堅
固
な
る
契
約
あ
り

右
家
屋
ハ
両
三
日
前
よ
り
望
人

二
人
あ
り
一
人
は
大
学
の
先
生
ニ
テ
元8

良
勇
次
郎
と
申
す
人
に
御
坐
候
何
れ
も

至
急
取
極
め
度
き
由
に
て
笹
川
氏

（
一
字
抹
消
）
昨
夜
被
（
一
字
抹
消
）
参
此
際
断
然

可
否
之
决
心
あ
る
へ
し
と
て
旦
購

入
の
利
を
勧
め
ら
れ
候
私
も
元

末
々
の
為
利
益
あ
る
家
と
確
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9
　『
全
集
』
は
「
親「

新
」」。

信
候
故
猶
親
廣
殿
も
先
日

同
行
見

せ
ら
れ
し
こ
と
な
れ
ば
一
應

御
意
見
伺
（
一
字
抹
消
）
候
上
と
存
し
昨
夜

深
更
迠
太
田
方
ニ
待
受
け
御
相
談

仕
候
大
賛
成
に
て
萬
〻
一

国
元
に
て
其
金
子
不
如
意
な
ら
ば

少
く
も
五
百
円
ハ
北
海
道
ニ
テ
是
非
共

都
合
可
致
此
際
断
然
決
心

も
宜
し
か
る
べ
し
と
の
御
意
見
ニ
付

今
日
笹
川
氏
を
通
じ
て
其
㫖
返
答

致
置
旦
手
金
と
し
て
少
〻
遣
置

候
右
ハ
親9
之
町
及
ひ
皆
〻
様
へ

御
相
談
之
遑
な
く
遂
ニ
独
断
ニ

テ
取
極
め
候
事
御
思
召
之
程
も
如
何
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10
　「
一
家
の
永
遠
の
利
益
と
存
し
」

に
つ
い
て
は
、【
補
注
7
】
に
付
す
。

11
　「
五
月
二
十
三
日
」
か
ら
「
梧
下
」

ま
で
、『
全
集
』
は
削
除
。

と
被
存
候
得
共
一₁₀
家
の
永
遠
の

利
益
と
存
し
一
存
ニ
テ
左
様
取

計
候
儀
ニ
御
坐
候
何
卒
御
推

察
被
下
度
且
御
賛
成
之
上
御
助
力

被
下
候
ハ
大
慶
ニ
御
坐
候
猶

此
儀
ニ
就
き
來
二
十
六
日
當

地
出
發
一
寸
帰
郷
之
上
萬
ヽ

御
話
申
上
度
兎
ニ
⻆
金
策
之

件
ニ
就
き
て
御
含
置
被
下
度
候

家
主
ハ
契
約
た
に
成
立
し
居
ら
ば

金
ハ
少
〻
後
れ
候
と
も
異
存
な
し

と
の
事
此

も
至
極
好
都
合

と
存
候
猶
萬
〻
拝
眉
の
上

可
申
述
候
　
草
〻
不
一

　
　
五₁₁
月
二
十
三
日
　
林
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝



─ 106 ─

親
信

　
　
梧
下

　
追
而
親
廣
殿
ハ
來
ル

　
二
十
六
日
朝
當
地
出
發

　
帰
道
被
成
候
由
委
任

　
状
云
〻
之
件
ニ
テ
親
廣
殿
の

　
御
希
望
通
ニ
運
は
れ
ん
こ
と

　
願
は
し
き
由
ニ
被
申
聞
候

【
補
注
7
】

　
樗
牛
は
、
明
治
三
〇
年
一
二
月
一
日
、
上
野
広
小
路
の
松
源
で
結
婚
し
た
。
結
婚
相
手
は
、
杉
亨
二
の
娘
、
さ
と
で
あ
る
。
樗
牛

研
究
の
中
で
は
、
こ
の
杉
家
に
つ
い
て
、
多
く
の
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
書
簡
か
ら
、
樗
牛
が

養
家
、
実
家
に
示
し
た
紹
介
の
言
葉
を
引
い
て
み
る
。

　
○
明
治
三
〇
年
一
一
月
四
日
養
父
久
平
宛
書
簡

扨
私
事
も
妻
を
迎
ふ
べ
き
時
機
と
存
じ
、
種
々
熟
考
之
上
、
此
度
、
東
京
学
士
会
院
会
員
杉
亨
二
氏
の
二
女
同
姓
サ
ツ
子
を
貰

候
事
に
決
心
致
し
、
近
々
結
納
取
か
は
し
之
運
に
致
度
存
候
。
杉
氏
は
旧
幕
人
に
て
、
日
本
の
最
も
古
き
洋
学
者
に
て
、（
中
略
）

名
誉
位
置
の
高
き
人
に
て
候
。（
中
略
）
資
産
も
中
人
以
上
に
て
、
邸
宅
も
中
々
広
大
に
て
、
官
員
な
ら
ば
勅
任
位
の
人
に
相

見
候
。
姉
な
る
人
は
東
京
工
業
学
校
長
手
島
精
一
氏
に
嫁
し
、
其
他
親
族
の
関
係
は
何
れ
も
位
地
あ
る
人
の
み
に
御
座
候
。
サ

ツ
子
は
年
廿
二
年
一
ケ
月
に
て
少
々
ふ
け
た
れ
ど
も
、
従
来
の
経
歴
等
に
は
何
の
欠
点
な
く
、
且
教
育
気
質
等
も
申
分
な
く
、

立
派
と
の
こ
と
に
御
座
候
、
容
貌
も
可
な
り
に
御
座
候
。
右
は
出
来
得
る
丈
精
細
探
索
之
上
、
又
太
田
氏
に
も
相
談
之
上
決
心

致
候
事
に
御
座
候
間
、
無
御
懸
念
御
容
被
下
度
奉
願
上
候
。

　
○
明
治
三
〇
年
一
〇
月
四
日
実
父
親
信
宛
書
簡
（『
高
山
樗
牛
資
料
目
録
』
か
ら
判
断
す
る
と
、
作
成
は
一
一
月
四
日
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。）

　
扨
妻
之
事
、
此
度
東
京
学
士
会
院
会
員
杉
亨
二
氏
二
女
さ
つ
子
を
双
方
熟
議
の
上
結
婚
之
事
に
取
極
申
度
、
新
士
町
へ
今
日
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申
送
候
。
家
庭
教
育
其
他
之
事
は
万
々
欠
点
無
之
様
に
て
、
身
体
ハ
大
丈
夫
に
て
、
年
は
廿
二
年
一
ケ
月
、
其
両
親
は
小
石
川

に
立
派
な
る
邸
宅
を
有
し
、
下
女
三
人
・
車
夫
一
人
を
有
し
、
家
族
十
余
人
之
暮
し
を
な
し
居
る
仁
に
候
。（
中
略
）
又
遺
伝

病
も
な
し
。
其
辺
は
精
々
一
ケ
月
余
の
月
日
も
て
充
分
探
索
致
候
上
に
候
。
右
御
容
認
被
下
度
候
。
尤
も
結
婚
費
用
は
少
く
と

も
二
百
円
は
か
ゝ
り
候
間
、
急
に
は
出
来
ず
、
来
月
初
旬
か
中
旬
に
い
た
し
候
。
右
費
用
も
一
切
小
生
手
元
に
て
自
力
弁
し
申

候
。
借
金
ハ
一
文
も
い
た
さ
ず
候
。

　
二
通
と
も
、
妻
と
な
る
筈
の
女
性
の
名
を
間
違
え
て
伝
え
て
お
り
、
後
便
で
養
家
、
実
家
に
訂
正
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
旧

幕
人
」「
日
本
の
最
も
古
き
洋
学
者
」「
学
士
会
院
会
員
」
と
亨
二
を
伝
え
、
さ
と
の
姉
の
嫁
ぎ
先
か
ら
、
兄
の
妻
と
な
っ
た
女
性
の

父
を
引
き
合
い
に
出
す
な
ど
、
樗
牛
の
意
の
あ
り
ど
こ
ろ
に
は
、
注
意
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
養
父
が
進
め
た
結
婚
を
き

っ
ぱ
り
と
断
っ
た
時
の
発
言
と
と
も
に
、
樗
牛
と
い
う
人
物
を
は
か
る
資
料
と
し
て
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
杉
亨
二
は
、
文
政
一
一
年
一
〇
月
、
長
崎
に
生
ま
れ
、
明
六
社
一
〇
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。
鴫
原
邦
充
「
杉
亨
二
に
つ
い

て
㈠
」（「
神
戸
文
化
短
期
大
学
研
究
紀
要
18
」
一
九
九
四
・
三
・
三
一
　CiN

ii

　
オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
）
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

明
六
社
の
一
〇
人
は
、
ほ
と
ん
ど
が
士
族
で
あ
る
が
、「
唯
一
の
例
外
は
杉
亨
二
で
」「
後
に
杉
は
幕
臣
と
な
る
が
庶
民
の
生
ま
れ
で

あ
っ
た
」
と
す
る
。

　
大
橋
隆
憲
『
日
本
の
統
計
学
』（
一
九
六
五
・
四
　
法
律
文
化
社
）
に
よ
る
と
、
杉
は
「
統
計
調
査
史
上
で
は
、
日
本
で
の
最
初
の
近

代
的
統
計
調
査
」
の
開
拓
者
、「
統
計
理
論
史
上
で
は
、
ド
イ
ツ
社
会
統
計
学
の
最
初
の
紹
介
者
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
近
代
統

計
学
の
出
発
点
に
位
置
す
る
」
と
あ
る
。
樗
牛
の
言
う
、「
日
本
の
最
も
古
き
洋
学
者
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
大
正
六
年
一
二
月
四

日
に
九
〇
歳
で
没
し
て
い
る
。

　
杉
亨
二
の
孫
、
杉
勇
に
「
祖
父
・
杉
亨
二
の
こ
と
ど
も
」（
前
掲
）
が
あ
る
。
樗
牛
の
妻
と
な
っ
た
「
さ
と
」
に
つ
い
て
、
左
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
次
の
さ
と
は
、
高
山
樗
牛
に
嫁
ぎ
ま
し
た
が
、
樗
牛
が
京
都
大
学
の
美
術
史
の
教
授
に
な
る
こ
と
に
な
り
、
海
外
留
学
へ
の

出
発
間
近
か
に
樗
牛
は
喀
血
し
、
鎌
倉
、
逗
子
、
大
磯
と
転
地
療
養
の
末
、
あ
の
有
名
な
「
吾
人
は
す
べ
か
ら
く
現
代
を
超
越

せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
文
句
を
残
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
お
墓
は
清
水
市
の
竜
華
寺
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
長
女
は
つ
と

い
う
の
が
お
り
ま
し
た
が
、
若
く
し
て
亡
く
な
り
、
高
山
家
は
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
樗
牛
の
没
後
、
さ
と
は
樗
牛
の
生
れ

故
郷
の
鶴
岡
に
戻
ら
ず
、
東
京
に
残
っ
て
祖
父
亨
二
の
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
祖
父
が
死
ぬ
ま
で
身
の
廻
り
の
す
べ
て
を

や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
さ
と
は
、
第
二
次
大
戦
の
終
戦
に
な
る
少
し
前
に
疎
開
先
の
千
葉
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
引
用
が
樗
牛
の
死
の
先
へ
と
進
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
樗
牛
は
、
結
婚
に
よ
っ
て
、
守
り
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
大
き
な
も
の
を
背

負
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
も
、
鶴
岡
に
は
、
経
済
的
な
不
安
を
抱
え
た
養
父
母
が
い
る
。
家
屋
購
入
の
話
に
は
、
妻
だ
け
で
は
な
く
、
養
父
母
へ
の
計

ら
い
が
加
味
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
三
二
年
五
月
一
五
日
（『
全
集
』
）、
で
あ
る
か
ら
、
本
書
状
の
一
週
間
ほ
ど
前
で
あ
ろ
う
。

樗
牛
は
、
実
父
親
信
宛
に
、
次
の
よ
う
な
手
紙
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

　
扨
、
私
両
親
（
原
文
欄
外
註
・
養
父
母
）
も
老
年
に
赴
か
れ
候
事
な
れ
ば
、（
中
略
）
兼
て
よ
り
思
案
罷
在
候
処
、
兎
角
私
身

之
地
盤
も
定
ま
ら
ず
、
此
際
東
京
へ
御
引
移
相
願
候
も
如
何
か
と
躊
躇
罷
在
候
。
然
る
に
目
下
は
米
薪
之
資
に
差
支
候
事
も
無

之
様
略
々
見
込
も
相
つ
き
候
間
、
都
合
次
第
御
引
越
如
何
と
被
存
候
。（
中
略
）
月
々
十
五
円
以
上
も
家
賃
相
出
候
は
如
何
に

も
不
経
済
に
有
之
、
夫
よ
り
は
一
そ
中
ぶ
る
に
て
一
家
相
求
（
地
面
ツ
カ
ズ
）
候
方
利
益
か
と
被
存
候
。

　
し
か
し
、「
古
物
は
月
貸
拾
五
円
位
の
も
の
千
円
に
て
購
求
致
可
得
相
場
に
御
座
候
。」
と
も
あ
っ
て
、
す
ぐ
に
支
払
え
る
金
額
で

は
な
い
。
養
父
の
田
地
売
払
代
金
を
充
て
て
い
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
実
父
に
打
診
、
つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
話
を

養
父
に
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
尋
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
方
が
「
家
政
の
前
途
之
為
に
も
大
に
経
済
な
る
べ
き
か
」
と
判

断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
注
10
に
示
し
た
よ
う
に
、
本
書
状
に
は
「
一
家
の
永
遠
の
利
益
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
こ
の
問
題
が
当
時
の
樗
牛
を
動
か
し
て

い
た
と
い
え
そ
う
だ
。
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書
簡
53─

3 ─

1

　『
全
集
』
既
収
録
。
封
筒
表
裏
の
記

載
は
削
除
。「
東
京
よ
り
／
国
元
の
実

父
へ
」
と
す
る
。

1
　
書
簡
後
付
け
の
「
六
月
四
日
」
と
、

消
印
の
「
卅
二
年
」
に
拠
っ
た
。

2
　「
三
十
二
年
六
月
四
日
」
か
ら
「
宴

會
之
件
」
ま
で
、『
全
集
』
は
削
除
。

﹇
宛
先
﹈ 

羽
前
靏
岡

 
 

高
畑
町
乙
二
番
地
　
親
展

 
 

齋
藤
親
信

﹇
切
手
﹈ 

參
錢

﹇
消
印
﹈ 

武
藏
／
東
京
駒
込
／
卅
二
年
六
月
／
四
日
／
ヘ
便

 
 

（
不
鮮
明
）

﹇
差
出
﹈ 

東
京
本
郷
西
片
町

 
 

高
山
林
次
郎

﹇
日
付
﹈ 

六
月
四
日

﹇
付
記
﹈  

太
田
ゟ
借
入
ノ
件
ニ
付
慰
労
太
田
夫
婦
及
親

廣
）

 
 

大
黒
屋
ニ
テ
鰻
の

 
 

饗
應
ヲ
ナ
ス
云
〻

﹇
付
記
﹈ 

㐧
十
壹
号

 
 

（
一
字
抹
消
）
三
十
二
年

 
 

（
六
月
四
日
の
下
に
）
同
七
日
着

﹇
付
記
﹈ 

三2
十
二
年
六
月
四
日
東
京
發
　
家
屋
代
金
夫
〻
相

集
候
付
宴
會
之
件

拝
啓
昨
夜
も
太
田

宅

ニ
於
テ
同

及
親
廣
殿
共

懇
談
仕
か
の
件
萬
事
取
定

申
候

一
　
太
田

ハ
自
己

有
之

24
　
明1
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
六
月
四
日

 

封
筒
　
巻
紙
　
墨
書
　
　
　
　
　

封
筒
表

封
筒
裏

巻
紙
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公
債
を
抵
當
ニ
シ
テ
金

　
　
六
百
円
を
借
入
る
こ
と

一
　
此
金
利
ハ
百
円
（
文
字
抹
消
）

　
　
日
歩
二
錢
九
厘
ニ
テ
九
十

　
　
日
償
却
之
事

一
　
御
預
申
上
候
公
債
ハ
百
円

　
　
ニ
付
九
拾
五
円
ニ
テ
賣
却

　
　
契
約
致
候
事

要
領
如
此
御
坐
候
依
て
家

主
と
來
ル
九
日
午
前
登

ニ
於
テ
金
銭
授
受
可
仕
筈

相
成
居
候
間
可
然
御
承
知

被
下
度
奉
願
候
實
ニ
此

度
之
如
き
こ
と
に
て
大
ニ
悟
る

あ
り
太
田

之
厄
介
ニ
ま
で
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相
成
候
事
大
ニ
後
日
の

刺
戟
ニ
相
成
候
奉
存
候

親
廣
殿
は
來
ル
九
日
頃

橫
濱
よ
り
舩
ニ
テ
帰
道

可
被
成
ヤ
ニ
承
及
候
今

日
午
後
太
田

並
ニ
親
廣

殿
へ
聊
か
謝
意
之
千

一

を
表
せ
む
か
為
元
恵
殿
も

あ
は
せ
て
大
黒
ヤ
と
申
す
鰻

ヤ
ニ
て
粗
末
な
る
晩
䬸
會

相
催
候

右
一
寸
御
報
告
旁
〻
申
上

善
後
之

置
ニ
就
い
て
ハ

細
心
經
営
可
仕
幸
ニ
御
心
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被
下
間
敷
候
様
奉
願
候

信
策
よ
り
も
留
守
中
ニ
書
面

有
之
至
て
壮
健
之
由
に
御
坐
候

里3
も
至
て
丈
夫
ニ
て
か
せ
ぎ

居
候
間
此
亦
御
安
心
被
下
度
候

　
　
　
　
　
　
　
草
〻
不
一

　
　
　
六4
月
四
日
　
林
次
郎
拝

　
　
親
信
樣

　
　
　
　
膝
下

　
　
秋
澤

へ
も
此
手
紙
と
同

　
　

に
謝
状
差
出
申
候

3
　
樗
牛
の
妻
さ
と
。

4
　「
六
月
四
日
」
か
ら
「
差
出
申
候
」

ま
で
、『
全
集
』
は
削
除
。
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25
　
明1
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
六
月
一
九
日

 

封
筒
　
巻
紙
　
墨
書
　
　
　
　
　

書
簡
53─

3 ─

2

　『
全
集
』
既
収
録
。
封
筒
表
裏
の
記

載
は
削
除
「
東
京
よ
り
／
国
元
の
実
父

へ
」
と
す
る
。

1
　
書
簡
後
付
け
の「
六
月
十
九
日
」と
、

消
印
の
「
卅
二
年
」
に
拠
っ
た
。

2
　「
卅
貳
年
六
月
十
九
日
」
か
ら
「
新

築
ノ
資
ニ
充
ン
ト
云
〻
」
ま
で
、『
全

集
』
は
削
除
。

3
　
杉
亨
二
。
樗
牛
の
妻
さ
と
の
父
。

『
全
集
』
は
「
杉
氏
抔
」。「
孫
」
は
「
遜

︵
へ
り
く
だ
る
︶
に
等
し
い
。

﹇
宛
先
﹈ 

羽
前
靏
岡
高
畑
町

 
 

乙
二
番
地

 
 

齊
藤
親
信
樣

 
 

　
　
要
件

﹇
切
手
﹈ 

三
錢

﹇
消
印
﹈ 

武
藏
／
東
京
駒
込
／
卅
二
年
六
月
／
十
九
日
／
ト
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
卅
二
年
六
月
／
二
十
一
日
／
（
不
明
）

﹇
差
出
﹈ 

東
京
本
郷

 
 

西
片
町
十
番
地

 
 

高
山
林
次
郎

﹇
付
記
﹈  

家
屋
買
入
ノ
資
金
不
用
ト
ナ
ル
モ
猶
新
築
之

計
画
ニ
付

 
 

夫
レ
別
留
置
願
上
云
〻

﹇
付
記
﹈　
㐧
拾
三
号

 
 

　
　
三
十
二
年

 
 

　
　
六
月
十
九
日
付

 
 

　
　
同
　
廿
二
日
着

﹇
付
記
﹈  

卅2
貳
年
六
月
十
九
日
東
京
發
　
家
屋
買
入
ノ
資
金
ト

シ
テ
遣
シ
タ
ル
金
ヲ

猶
留
置
新
築
ノ
資

ニ
充
ン
ト
云
〻

拝
啓
御
書
拝
見
仕
候
御
預
申
上
候

金
子
ニ
就
て
御
指
命
之
条
〻
拝
承
仕
候

右
は
御
都
合
次
㐧
御
返
送
申
上
候
事

素
よ
り
仔
細
無
之
候
へ
共
暫
時
従

之

條
件
ニ
て
私
保
管
ニ
御
委
任
被
成
下
候
て
ハ

如
何
に
御
坐
候
ヤ
夫
れ
ハ
杉3

孫
と
も
相
談
仕

封
筒
表

封
筒
裏

巻
紙
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4
　『
全
集
』
は
「
右
」。

5
　「（
卅
弐
年
」
か
ら
「
膝
下
」
ま
で
、

『
全
集
』
は
削
除
。

適
當
の
土
地
見
附
次
㐧
家
屋
新
築
致
度

心
懸
居
候
右
御
預
之
金
ハ
右
資
金
中
に

拝
借
相
計
間
敷
候
ヤ
但
し
其
土
地
は
今
に
定

ま
ら
ざ
る
如
き
次
㐧
ニ
御
坐
候
へ
ば
如
是
漠
然

た
る
こ
と
に
強
て
と
は
不
申
上
候
猶
御
指
命

次
㐧
如
何
様
ニ
も
早
速
相
計
ら
ひ
可
申
候

間
今4
事
情
申
述
候
上
今
一
應
御
指
図

を
仰
き
候
御
返
事
次
㐧
御
返
送
可
然
候
ハ
ヾ

如
仰
㐧
三
銀
行
へ
振
出
早
速
為
換
ニ
テ

御
送
可
申
上
候
右
得
貴
意
候
草
〻
不
一

（
卅5
弐
年
東
京
夲
郷
西
片
町
よ
り
）

　
　
六
月
十
九
日
　
　
　
　
林
次
郎
拝

　
　
　
親
信
様

　
　
　
　
　
　
膝
下

　
　
今
朝
新
之
町
よ
り
種
〻
格
言

　
　
の
抜
萃
被
申
越
訓
誡
い
た
さ
れ
候
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明
治
三
二
年
五
月
二
三
日
実
父
宛
書
簡
（
書
簡
23
）、
明
治
三
二
年
六
月
四
日
実
父
宛
書
簡
（
書
簡
24
）
二
通
を
見
る
限
り
、
家
の

買
い
入
れ
は
そ
の
ま
ま
進
む
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
こ
の
家
屋
は
購
入
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
。
明
治
三
二
年
六

月
九
日
の
実
父
宛
書
簡
（『
全
集
』
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

扨
家
屋
之
一
條
は
、
昨
日
断
然
破
談
仕
候
。
右
は
後
ニ
て
相
糺
候
処
、
家
相
申
分
有
之
、
且
従
来
不
吉
之
事
も
多
少
有
之
候
様

子
。
知
ら
ぬ
中
は
兎
も
角
、
一
旦
知
候
上
は
、
婦
女
子
な
ど
は
如
何
に
も
感
情
あ
し
く
、
将
来
の
為
に
も
相
成
間
敷
と
存
し
、

家
主
及
ひ
笹
川
へ
は
非
常
ニ
具
合
あ
し
く
候
へ
共
、
断
然
右
破
談
と
相
定
申
候
。

　
調
べ
て
み
る
と
、
家
相
が
悪
く
、「
不
吉
之
事
も
多
少
有
之
」
と
あ
っ
て
、
親
廣
に
も
会
っ
た
が
、「
破
談
之
事
に
は
皆
々
賛
成
被

致
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
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筒
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簡
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4
（
本
文
）

　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
後
付
け
は
、「
四
月
七
日
」。
樗
牛

は
明
治
三
三
年
四
月
六
日
、
弟
信
策
の

脚
気
と
学
期
試
験
に
つ
い
て
、
不
破
信

一
郎
か
ら
手
紙
（
本
学
所
蔵
）
を
受
け

取
っ
て
い
る
。
そ
の
不
破
書
簡
に
本
書

簡
を
添
え
、
実
父
へ
郵
送
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

2
　「
不
破
信
一
郎
」
の
こ
と
。

26
　
明1
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
四
月
七
日

 

封
筒
　
巻
紙
　
墨
書
　
　
　
　
　﹇

宛
先
﹈ 

羽
前
靏
岡

 
 

高
畑
町
乙
二

 
 

齋
藤
親
信
樣

﹇
切
手
﹈ 

參
銭

﹇
消
印
﹈ 

武
藏
／
（
不
鮮
明
）
／
八
日
／
□
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
卅
三
年
四
月
／
十
日
／
ヘ
便

﹇
付
記
﹈  （
信
策
不
快
不
破
ノ
手
紙
医
師
ノ
診
断
ニ
依

り
試
験
ヲ
も
受
く
不
着
云
〻
）

 
 

信
策
快
方
ノ
件

 
 

不2
破
信
一
手
紙
在
中

﹇
差
出
﹈ 

東
京
本
郷
西
片
町

 
 

高
山
林
次
郎

﹇
日
付
﹈ 

四
月
七
日

﹇
付
記
﹈ 

卅
三
年

 
 

㐧
五
号

 
 

同
十
一
日
着

﹇
付
記
﹈  

三
拾
三
年
四
月
七
日
東
京
發
　
不
破
信
一
郎

手
紙
添

拝
啓
其
後
既
に

御
承
知
に
も
候
半
如
元

信
策
事
ハ
脚
氣
も

快
方
ニ
相
成
学
期
試

験
相
う
け
候
て
も
差
支

 （

封
筒
表

封
筒
裏

巻
紙



─ 116 ─

有
之
間
敷
と
の
醫
師

の

断
ノ
由
同
人
よ
り

申
來
候
尚
不
破
君
へ

無
理
せ
ぬ
様
同
人
へ

訓
諭
致
く
れ
候
様

相
頼
候

如
別
帋

返
事
有
之
御
覧
被
下
度
候

右
要
用
ノ
ミ
申
上
候

　
　
　
　
匆
〻
乱
筆

　
　
　
　
　
　
　
不
宣

　
四
月
七
日
　
林
次
郎

　
親
信

　
　
　
　
膝
下
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　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
東
京
駒
込
消
印
「
卅
三
年
八
月
／

十
七
日
」
に
拠
っ
た
。

2
　
明
治
三
二
年
四
月
一
日
に
郵
便
料

金
が
上
が
り
、
葉
書
一
枚
が
一
銭
五
厘

と
な
っ
た
。

3
　
妻
さ
と
の
実
家
も
指
ヶ
谷
に
あ
っ

た
。

﹇
宛
名
﹈ 

羽
前
靏
岡
高
畑
町

 
 

乙
二

 
 

齋
藤
親
信
樣

﹇
差
出
﹈ 

東
京
小
石
川

 
 

指3
ヶ
谷
町
六
十
七

 
 

高
山

﹇
消
印
﹈ 

東
京
駒
込
／
卅
三
年
八
月
／
十
七
日
／
リ
便

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
卅
三
年
八
月
／
二
十
日
／
ロ
便

﹇
付
記
﹈ 

㐧
十
四
号

拝
啓
其
後
ハ
御
不
音
ニ
打
過

な
に
と
も
申
わ
け
無
御
坐
候

皆
樣
ニ
は
御
障
も
、
あ
ら
せ
ら
れ

ず
候
哉
當
方
も
都
合
に
よ
り

此
度
小
石
川
指
ヶ
谷
町
六
十
七
番
地

に
引
移
り
申
留
さ
よ
ふ
御
承
知
被
下

度
候
　
　
　
　
　
　
　
　
草
〻

﹇
付
記
﹈ 
㐧
十
四
号

　
　
　
　
　
　
卅
三
年
八
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
廿
日
着

27
　
明1
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
八
月
一
七
日

 

葉2
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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【
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注
9
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明
治
三
三
年
三
月
三
〇
日
、
高
山
樗
牛
は
、
留
学
に
旅
立
つ
学
友
姉
崎
正
治
を
、
横
浜
に
見
送
っ
た
。
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
イ

ン
ド
に
向
か
う
旅
で
あ
っ
た
。

　
旅
立
っ
た
姉
崎
と
、
見
送
っ
た
樗
牛
の
往
復
書
簡
は
、『
全
集
』
収
録
書
簡
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
問
題
を
包
含
し
て
い
る
が
、

今
こ
こ
で
追
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
樗
牛
に
、
留
学
す
べ
し
と
の
命
を
、
文
部
省
が
下
し
た
点
で
あ
る
。

　
樗
牛
の
留
学
は
、「
官
報
」
第
五
〇
八
二
号
（
明
治
三
三
・
六
・
一
三
　
印
刷
局
）
に
報
じ
ら
れ
た
。「
審
美
学
研
究
ノ
為
満
三
年
間

独
仏
伊
三
箇
国
ヘ
留
学
ヲ
命
ス
　
高
山
林
次
郎
」
と
あ
る
。
樗
牛
の
体
調
が
芳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
も
の
が
あ
る

が
、
樗
牛
に
と
っ
て
留
学
に
赴
く
喜
び
は
極
め
て
大
き
く
、
様
々
な
準
備
を
進
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
明
治
三
三
年
五
月
二
〇
日
、
樗
牛
は
養
父
久
平
宛
に
、
左
の
書
状
（『
全
集
』
）
を
送
っ
て
い
る
。

扨
是
度
私
事
文
部
省
留
学
生
と
し
て
欧
羅
巴
へ
派
遣
被
仰
付
、
多
分
今
月
末
に
は
辞
令
交
付
可
相
成
候
、
但
出
発
は
今
年
度
中

に
て
、
多
分
来
年
二
月
こ
ろ
な
る
べ
く
と
存
候
。
是
は
美
学
並
に
美
術
史
研
究
の
為
に
て
、
年
限
は
三
年
、
帰
朝
後
は
京
都
帝

国
大
学
に
教
授
と
し
て
奉
職
之
予
定
に
御
座
候
。
過
日
専
門
学
務
局
長
並
に
京
都
大
学
総
長
に
面
談
の
上
相
定
め
候
事
に
御
座

候
。（
中
略
）
右
洋
行
之
事
は
か
ね
て
の
本
願
に
て
、
私
出
身
之
為
に
は
至
極
幸
之
事
と
喜
居
候
。
殊
に
京
都
は
土
地
も
よ
く
、

大
学
も
新
設
之
事
な
れ
ば
、
万
事
尽
力
甲
斐
あ
る
事
と
存
候
、
御
喜
被
下
度
候
。

　
樗
牛
の
妻
さ
と
は
妊
娠
中
で
、
ま
だ
分
娩
の
様
子
は
な
い
も
の
の
、
出
産
が
近
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
待
望
の
わ
が
子
が
誕

生
す
る
の
は
翌
六
月
の
一
日
、
養
父
宛
書
簡
に
「
唯
今
電
報
差
上
候
通
、
今
暁
午
前
二
時
半
、
お
里
事
女
子
分
娩
、
母
子
達
者
に
有

之
候
間
、
乍
憚
御
安
心
被
成
下
度
候
」
と
伝
え
て
い
る
。

　
問
題
は
洋
行
中
の
留
守
を
い
か
に
守
る
か
で
あ
ろ
う
が
、
妻
さ
と
の
父
杉
亨
二
の
孫
で
あ
る
杉
勇
の
「
祖
父
・
杉
亨
二
の
こ
と
ど

も
」（
前
掲
）
に
は
、「
祖
父
の
家
は
小
石
川
の
指
ヶ
谷
町
72
番
地
に
あ
り
ま
し
た
」
と
あ
り
、
当
初
は
、
洋
行
中
、
さ
と
を
杉
へ
あ

ず
け
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
樗
牛
一
家
は
ひ
と
ま
ず
指
ヶ
谷
の
地
を
選
び
、
そ
こ
に
転
居
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
洋
行
の
夢
と
わ
が
子
の
誕
生
、
帰
国
後
の
京
都
帝
国
大
学
教
授
就
任
、
樗
牛
に
と
っ
て
、
こ
の
上
も
な
い
話
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

が
、
す
で
に
、
十
全
の
飛
躍
を
許
す
だ
け
の
力
を
失
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
三
年
八
月
八
日
、
喀
血
の
日
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。
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　『
全
集
』
既
収
録
。
葉
書
表
の
記
載

は
削
除
。「
興
津
よ
り
／
国
元
の
実
父

へ
」
と
す
る
。

1
　
端
に
置
か
れ
た「
九
月
三
十
日
」と
、

年
は
鶴
岡
消
印
の
「
明
治
卅
三
年
」
に

拠
っ
た
。
な
お
、「
九
月
三
十
日
」
の

文
字
は
、
全
集
に
は
な
い
。

2
　
江
戸
初
期
か
ら
続
く
老
舗
割
烹
旅

館
。
樗
牛
は
、
療
養
の
た
め
こ
こ
に
逗

留
し
た
。

3
　
兄
親
廣
の
栄
転
に
祝
を
述
べ
て
い

る
。
北
海
道
の
支
庁
制
度
は
、「
明
治

5
年
に
は
札
幌
本
庁
の
ほ
か
、
函
館
、

根
室
、
宗
谷
、
浦
河
及
び
樺
太
の
5
支

庁
が
設
置
」。「
明
治
19
年
札
幌
に
「
北

海
道
庁
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
下
に
、

明
治
30
年
、
勅
令
に
よ
り
そ
れ
ま
で
の

郡
役
所
所
在
地
を
基
に
し
た
19
支
庁
が

設
置
さ
れ
た
。」（
支
庁
制
度
研
究
チ
ー
ム

「
支
庁
制
度
研
究
結
果
報
告
書
」
平
成
10
年

7
月
　
北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
P 

D 

F
）。

﹇
宛
先
﹈ 

羽
前
靏
岡

 
 

高
畑
町
乙
二

 
 

齋
藤
親
信
樣

﹇
差
出
﹈ 

駿
州
興
津

 
 

一2
碧
楼
　
高
山
林
次
郎

﹇
消
印
﹈ 

（
印
字
不
明
）

 
 

羽
前
／
鶴
岡
／
卅
三
年
十
月
／
三
日
／
ヘ
便

﹇
付
記
﹈ 

㐧
一
五
号
　
卅
三
年
九
月
卅
日
付

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
四
日
着

　
　
九
月
三
十
日

拝
啓
秋
冷
相
加
候

如
何
御
消

光
被
遊
候
ヤ
私
事
今
般
當
地
ニ
一

家
罷
越
暫
時
滞
在
可
致
候
追
ヽ

快
適
を
覚
候
間
御
放
神
被
下
度
候

親
廣
殿
も
室
蘭
支3
廳
長
栄
轉

の
由
奉
賀
候
信
策
は
不
得
已

下
宿
為
致
候
早
〻

28
　
明1
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
九
月
三
〇
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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　『
全
集
』
未
収
録
。

1
　
後
付
け
に
「
十
月
六
日
」
と
あ
り
、

年
は
、
消
印
に
拠
っ
た
。

2
　
丸
一
型
鉄
郵
印
。
公
達
第
二
六
七

号
に
よ
り
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年

八
月
一
〇
日
施
行
。
各
停
車
場
よ
り
汽

車
で
託
送
す
る
鉄
道
郵
便
物
に
押
し
た

引
受
印
。
最
初
に
東
京
神
戸
間
、
米
原

敦
賀
間
、
大
府
武
豊
間
で
使
用
さ
れ
た
。

表
示
は
郵
便
局
名
で
あ
り
、
途
中
の
受

渡
駅
名
は
示
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
該
当

郵
便
物
取
り
扱
い
局
の
解
明
は
困
難
で

あ
る
。
使
用
は
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）

年
に
時
刻
入
型
鉄
郵
印
に
改
正
さ
れ
る

ま
で
の
一
七
年
間
。
切
手
で
は
新
小
判

切
手
と
菊
切
手
に
、
葉
書
で
は
小
判
は

が
き
、
菊
は
が
き
の
紐
枠
、
青
枠
に
見

ら
れ
、
本
葉
書
は
、
菊
は
が
き
の
青
枠
。

参
考
　
北
出
博
『
鉄
道
郵
便
印
1 

8 

7 

5︲

1 

9 

8 

4
』（
1 

9 

9 

0
年
2
月
　
日
本
郵

趣
協
会
）

3
　
妻
さ
と
は
、「
興
津
に
も
、
可
成

り
居
り
ま
し
た
。
西
園
寺
さ
ん
の
お
屋

敷
へ
参
り
ま
す
途
中
の
、
水
口
屋
で
ご

ざ
い
ま
す
。
海
に
面
し
た
一
棟
で
、
よ

い
お
部
屋
で
し
た
。」（「
思
ひ
出
の
樗
牛
　

そ
の
1
」（
前
掲
『
文
豪
高
山
樗
牛
』
所
収
））

と
回
顧
す
る
。

　
一
碧
楼
水
口
屋
は
、
昭
和
六
〇
年
一

月
三
一
日
を
も
っ
て
廃
業
し
た
が
、
現

在
、「
一
碧
楼 

水
口
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

フ

ェ
ル
ケ
ー
ル
博
物
館
別
館
」
と
な
っ
て

い
る
。

﹇
宛
先
﹈ 

羽
前
靏
岡

 
 

高
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齋

親
信
樣

﹇
差
出
﹈ 

高
山
林
次
郎

﹇
消
印
﹈  

鉄2
道
郵
便
／
東
京
神
戸
間
／
□
□
□
□
□
五
日
／
上
リ

五
便

 
 

（
不
明
）
／
卅
三
年
（
不
明
）
／
ホ
便

﹇
付
記
﹈ 

第
一
六
号

 
 

卅
三
年
十
月
六
日
付

 
 

　
　
　
同
　
十
日
着

　
　
追
て
　
新
聞
代
と
し
て
金
五
円
新
士
町
迠

秋
氣
人
ニ
迫
來
候
處
益
御
清

　
　
御
送
被
下
候
事
（
文
字
訂
正
）
拝
承
御
心

之
段
〻

穆
奉
賀
候
私
事
家
族
下
女

　
　
難
有
奉
謝
候

引
連
れ
過
日
來
當
地
ニ
罷
越

尚
向
一
月
間
位
ハ
逗
留
可
致
候

右
一
寸
御
報
知
申
上
候
追
〻
快
適
ヲ

覚
候
間
御
放
神
被
下
度
候
草
〻

　
十
月
六
日
　
　
駿
州
興3
津
一
碧
楼

29
　
明1
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
一
〇
月
六
日

 

葉
書
　
墨
書
　
　
　
　
　

葉
書
表

葉
書
裏
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書
簡
53─

3 ─

3 ─

2

『
全
集
』
既
収
録
。
封
筒
表
裏
の
記
述

は
削
除
、「
鎌
倉
よ
り
／
国
元
の
実
父

へ
」
と
あ
る
。

1
　
後
付
け
の
日
付
と
年
は
、
消
印
断

片
、「
長
谷
寺
境
内
」
差
出
等
か
ら
三

四
年
と
判
断
。﹇
付
記
﹈
や
『
全
集
』

に
お
け
る
三
四
年
も
参
考
に
し
た
。

2
　
樗
牛
は
晩
年
、
鎌
倉
長
谷
寺
境
内

に
過
ご
し
た
。
逝
年
（
明
治
三
五
・
一
二
・

二
四
）後
、葬
儀
は
長
谷
寺
で
行
わ
れ
た
。

3
　「
暮
シ
方
」か
ら「
發
ス
」ま
で
、『
全

集
』
は
削
除
。

4
　
田
川
は
、
庄
内
・
田
川
の
湯
と
し

て
親
し
ま
れ
た
温
泉
地
。

﹇
宛
先
﹈ 

羽
前
国
靏
岡

 
 

高
畑
町
乙
二
番
地

 
 

齋

親
信
樣

﹇
切
手
﹈ 

參
錢

﹇
消
印
﹈ 

（
印
字
不
明
）
二
十
三
日

 
 

□
□
／
鶴
岡
／
□
／
□
四
年
十
二
月
／
（
印
字
不
明
）

﹇
差
出
﹈ 

相
州
鎌
倉

 
 

長2
谷
寺
境
内

 
 

高
山
林
次
郎

﹇
日
付
﹈ 

十
一
月
二
十
二
日
夕

﹇
付
記
﹈

 
 

 

收
入
金
為
念
申
上
候
か
く
な
る
小
金
ニ
テ
ド

ー
ヤ
ラ
コ
ー
ヤ
ラ
凌
キ

 
 

居
候
　
云
〻

﹇
付
記
﹈ 

㐧
十
三
号

 
 

卅
四
年

 
 

（
十
一
月
二
十
二
日
夕
の
下
）
同
廿
六
日
着

﹇
付
記
﹈ 

　
暮3
シ
方
收
入
支
出
之
件

﹇
付
記
﹈ 

卅
四
年
十
一
月
廿
二
日
鎌
倉
よ
り
發
ス

拝
啓
御
書
拝
讀
仕
候
田4
川

御
入
浴
御
相
應
之
御
事
奉
存
候

當
地
方
ハ
例
年
よ
り
も
暖
氣

之
由
に
て
今
ニ
降
霜
も
無
之

大
ニ
凌
よ
く
御
坐
候
私
病
氣

良
し
と
も
わ
ろ
し
と
も
就
か
ず
二

種
服
藥
ハ
依
然
継
續
罷
在
候

30
　
明1
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
一
一
月
二
二
日

 

封
筒
　
巻
紙
　
墨
書
　
　
　
　
　

封
筒
表

封
筒
裏

巻
紙
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5
　『
全
集
』
は
「
処
」。

学
位
に
就
キ
御
申
越
之
件

承
知
仕
候
扨
私
収
入
為
念
申
上
候

博
文
館
よ
り
月
〻
七
拾
円
報
酬

あ
れ
ど
も
内
十
円
ハ
今
春
少
〻
用
立
て

も
ら
ひ
候

ニ
な
し
く
づ
し
、
手
元

ニ
ハ
六
十
円
之
外
入
り
不
申
候
外
ニ
大

学
よ
り
年
弐
百
円
手
當
金
あ
り

〆
月
額
七
十
六
円
許
ニ
御
坐
候
、
是
に
て

新
シ
町
へ
十
円
ツ
ヽ
、
外
一
切
支
拂
候
事

な
れ
バ
実
ニ
大
抵
之
事
ニ
無
之
候

月
四

又
ハ
五

講
義
之
為
上
京

ス
ル
費
用
ノ
ミ
に
て
も
十
三
四
円
は
相
か
ゝ
り

申
候
家
賃
牛
乳
代
と
も
二
十
五
円
ハ

か
ゝ
り
候
御
推
察
被
下
度
候

健
康
之
身
ナ
ラ
バ
ド
ウ
に
も
相
成

候
へ
ど
も
今
之

5
〻
に
て
ハ
何

心
ニ

任
せ
ず
、
右
之
小
金
に
て
ド
ー
ヤ
ラ
コ
ー
ヤ
ラ

其
月
々
凌
ぎ
居
申
候
（
一
字
抹
消
）
先
日
之

御
書
に
百
円
以
上
も
収
入
あ
る
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
想
像
之
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6
　「
十
一
月
二
十
二
日
」か
ら「
膝
下
」

ま
で
、『
全
集
』
は
削
除
。

様
ニ
候
が
右
之
次
㐧
ニ
御
坐
候
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
含
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
下
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
〻
不
一

　
　
十6
一
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
次
郎

　
親
信
樣

　
　
　
　
膝
下
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【
補
注
10
】

　
樗
牛
が
留
学
の
話
を
こ
と
の
外
喜
ん
だ
点
に
つ
い
て
は
、【
補
注
9
】
に
記
し
た
。
し
か
し
、
樗
牛
は
、
明
治
三
三
年
八
月
八
日

喀
血
し
、
出
発
は
延
期
と
な
る
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
洋
行
が
延
期
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
病
は
結
核
で
、
し
か
も
、
回
復
は

速
や
か
に
い
か
な
か
っ
た
。

　
明
治
三
三
年
八
月
二
二
日
、「
東
京
駿
河
台
佐
々
木
病
院
よ
り
／
独
逸
キ
ー
ル
の
姉
崎
正
治
へ
」
と
し
た
書
状
が
『
全
集
』
に
あ
る
。

　
僕
は
今
の
場
合
、
君
を
満
足
す
る
手
紙
が
書
け
な
い
の
は
、
実
に
非
常
の
遺
憾
だ
。
是
の
手
紙
の
字
体
が
僕
の
通
常
で
な
い

の
を
怪
し
み
給
ふ
な
！
　
病
床
に
仰
臥
し
て
覚
束
な
き
筆
を
操
る
な
れ
ば
。

　
僕
は
来
月
八
日
に
は
立
ち
か
ね
る
。
今
月
八
日
か
ら
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
肺
患
に
冒
さ
れ
て
、
駿
河
台
の
佐
々
木
病
院
に
入
て
、

談
話
も
運
動
も
止
め
ら
れ
て
居
る
。
病
気
は
、
吾
な
が
ら
因
由
が
分
ら
な
い
。
八
月
七
日
葉
山
の
海
水
浴
よ
り
帰
り
て
、
笹
川

の
誕
生
日
の
祝
宴
に
招
か
れ
痛
飲
し
、
其
晩
十
一
時
ま
で
の
み
、
翌
日
は
二
日
酔
と
云
ふ
痛
飲
を
し
た
。
翌
日
午
後
、
余
り
気

分
が
わ
る
い
か
ら
寝
た
ら
、
俄
然30gr

斗
の
血
を
吐
い
た
。
早
速
医
師
に
見
せ
た
ら
、
肺
に
は
異
状
は
な
い
。
咽
喉
が
悪
い

の
だ
と
云
ふ
。
是
は
勿
論
さ
う
あ
る
べ
き
だ
と
思
ひ
込
で
、
別
に
怪
み
も
せ
な
ん
だ
。
処
が
咯
血
が
翌
日
も
あ
り
、
翌
々
日
も

あ
る
。

　
結
局
、「
左
肺
に
欠
点
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
、「
僕
の
運
命
は
目
下
の
場
合
一
頓
挫
し
た
。」
と
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
し
か

し
そ
の
後
も
回
復
が
遅
れ
、
出
発
も
延
期
、
さ
ら
に
ま
た
延
期
と
、
本
人
の
留
学
へ
の
志
だ
け
は
動
か
ぬ
も
の
の
、
実
行
に
は
結
び

つ
か
な
い
日
々
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、
明
治
三
四
年
三
月
二
四
日
、
養
父
宛
に
、
洋
行
を
断
念
す
る
手
紙
を
書
き

送
る
こ
と
に
な
る
。

扨
か
ね
て
よ
り
御
心
配
相
懸
候
洋
行
之
件
は
、
其
後
熟
考
仕
、
此
際
な
ま
じ
い
延
期
せ
ず
、
断
然
辞
退
之
事
に
決
心
仕
、
昨
日

上
京
、
そ
れ
〴
〵
取
纏
致
居
候
、
依
て
不
取
敢
御
報
知
申
上
候
。
今
回
之
渡
航
を
楽
し
み
に
保
養
罷
在
候
ひ
し
が
、
右
之
事
情

に
立
到
り
、
一
時
は
落
胆
致
候
得
共
、
不
如
意
勝
之
人
事
、
無
已
事
と
あ
き
ら
め
申
候
。
今
後
如
何
に
身
を
処
し
可
申
や
、
目

下
之
処
未
定
に
有
之
、
追
て
御
報
可
申
上
候
。

　「
昨
日
上
京
」
に
見
る
と
お
り
、
樗
牛
は
す
で
に
、
断
念
後
の
事
後
処
理
を
始
め
て
い
た
。
姉
崎
宛
書
簡
　
明
治
三
四
年
三
月
二

四
日
（『
全
集
』
）
が
あ
る
。

　
君
！
　
僕
は
如
何
に
し
て
目
下
の
情
を
君
に
言
ひ
表
は
す
こ
と
が
出
来
や
う
か
。
洋
行
は
断
然
見
合
は
せ
る
こ
と
に
決
心
し

た
。
予
は
こ
の
決
心
を
齎
ら
し
て
昨
日
大
磯
よ
り
上
京
し
、
そ
れ
〴
〵
事
を
纏
め
つ
ゝ
あ
る
の
だ
。
自
分
一
人
な
ら
ぬ
身
の
、

か
ば
か
り
の
病
気
の
た
め
に
、
数
年
来
の
希
望
を
空
し
う
す
る
の
は
是
非
も
な
い
が
、
い
さ
ゝ
か
遺
憾
に
た
え
ぬ
。

　
妻
さ
と
は
「
思
ひ
出
の
樗
牛
　
そ
の
1
」（
前
掲
）
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
洋
行
は
、
大
変
楽
し
み
に
し
て
居
り
ま
し
た
。
文
部
省
で
は
、
長
引
く
と
い
け
な
い
と
い
ふ
の
で
、
上
田
さ
ん
か
ら
の
言
伝

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
自
分
で
は
行
く
つ
も
り
で
居
り
ま
し
た
。
い
よ
〳
〵
見
合
せ
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ら
、

そ
れ
は
〳
〵
弱
つ
て
居
り
ま
し
た
。
気
の
毒
な
位
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　「
そ
れ
で
も
、
自
分
で
は
行
く
つ
も
り
で
居
り
ま
し
た
」
と
妻
は
い
う
。

　
一
つ
目
は
、
病
。
二
つ
目
は
、
文
部
省
。
そ
し
て
、
三
つ
目
の
理
由
が
、
故
郷
両
親
の
説
得
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
月
三
一

日
、「
東
京
よ
り
／
群
馬
県
太
田
町
の
三
浦
菊
太
郎
氏
へ
」
と
し
て
『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
た
手
紙
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

色
々
事
情
有
之
候
て
、
洋
行
は
相
止
め
申
候
。
医
師
は
大
抵
無
差
支
と
云
ひ
、
自
ら
も
無
不
可
と
信
じ
候
へ
ど
も
、
故
郷
の
両

親
大
の
不
賛
成
に
て
、
如
何
と
も
し
が
た
し
。
こ
ゝ
は
一
番
観
念
所
と
あ
き
ら
め
、（
略
）
此
に
て
元
の
杢
阿
弥
に
相
成
申
候
。

　「
故
郷
の
両
親
大
の
不
賛
成
」
は
、
樗
牛
に
と
っ
て
、
そ
れ
だ
け
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
親
は
、
何
を

以
て
不
賛
成
と
し
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
不
賛
成
の
旨
を
語
る
両
親
の
内
に
、
樗
牛
は
何
を
見
た
の
か
。
高
山
樗
牛
と
い
う
人
物
を

論
ず
る
場
合
の
一
つ
の
論
点
と
し
て
、
注
目
し
て
お
き
た
い
。


